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９月18日にタウンホールとみかに於いて、長寿を祝う富加町敬老会が開催されました。



補

正

予

算

▽
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

三
号
）

五
千
八
十
七
万
三
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
二
十
七
億
六
千
二
百
二
十

万
四
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
地
方
交
付
税
を
千
二
十

七
万
七
千
円
、
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
事
業
債
を
五
百

五
十
万
円
増
額
す
る
も
の
で

す
。歳

出
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
町
有
地
整
備
工
事
に
五

百
四
十
万
円
、
小
児
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
金

に
百
二
十
八
万
四
千
円
、
災

害
復
旧
費
に
千
二
百
五
十
一

万
七
千
円
増
額
す
る
も
の
で

す
。

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）

六
百
五
十
二
万
七
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
七
億
七
千
九
百
八
十
二
万

七
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
関

係
準
備
事
業
費
補
助
金
に
九

十
三
万
七
千
円
増
額
す
る
も

の
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
療
養
給
付
費
負
担
金
返

還
金
等
に
六
百
五
十
二
万
七

千
円
増
額
す
る
も
の
で
す
。

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

二
十
七
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
千
九

百
九
十
七
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
過
年
度
分
保
健
事
業
精

算
金
に
二
十
七
万
円
増
額
す

る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
一
般
会
計
繰
出
金
に
二

十
七
万
円
増
額
す
る
も
の
で

す
。

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
二
号
）

七
百
十
二
万
三
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

四
億
五
千
二
百
四
十
六
万
三

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
国
庫
・
県
負
担
金
の
介

護
給
付
費
負
担
金
に
四
百
四

十
一
万
二
千
円
、
国
庫
補
助

金
の
調
整
交
付
金
等
に
二
百

万
三
千
円
増
額
す
る
も
の
で

す
。歳

出
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
費
三
百
八
十

四
万
九
千
円
増
額
す
る
も
の

で
す
。（

全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
一
号
）

二
百
一
万
六
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二

億
八
百
三
十
一
万
六
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
一
般
会
計
繰
入
金
に
二

十
四
万
七
千
円
、
繰
越
金
に

百
七
十
六
万
九
千
円
増
額
す

る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
下
水
道
施
設
費
や
維
持

管
理
費
に
二
百
一
万
六
千
円

増
額
す
る
も
の
で
す
。

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

富
加
町
監
査
委
員渡

邊

哲
宏

梅
村

登
次

地
方
自
治
法
第
二
百
三
十

三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

審
査
に
付
さ
れ
た
、
平
成
二

十
八
年
度
富
加
町
一
般
会
計
、

特
別
会
計
決
算
書
及
び
歳
入

歳
出
決
算
事
項
別
明
細
書
、

実
質
収
支
に
関
す
る
調
書
、

財
産
に
関
す
る
調
書
並
び
に

各
関
係
諸
帳
簿
、
証
書
類
に

つ
き
審
査
を
し
た
の
で
、
次

の
と
お
り
意
見
書
を
提
出
し

ま
す
。

一
、
審
査
の
対
象

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

二
、
審
査
の
方
法

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
町

長
よ
り
提
出
さ
れ
た
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
書
、
同
事
項

別
明
細
書
、
実
質
収
支
に
関

す
る
調
書
等
に
つ
い
て
計
数

の
正
確
性
、
財
政
運
営
の
健

全
性
及
び
予
算
執
行
の
経
済

性
に
つ
い
て
主
眼
を
置
き
、

か
つ
例
月
出
納
検
査
、
定
期

監
査
の
結
果
を
参
考
に
し
、

併
せ
て
各
課
に
事
業
執
行
状

況
等
を
聴
取
し
て
審
査
を

行
っ
た
。

三
、
審
査
の
結
果
（
決
算
計

数
に
つ
い
て
）

一
般
会
計
、
特
別
会
計
を

通
じ
て
決
算
は
証
書
類
も
整

理
さ
れ
、
会
計
経
理
は
関
係

法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
計
数
は
関
係

諸
帳
簿
そ
の
他
証
書
類
を
符

合
し
た
結
果
、
正
確
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
予
算
の
執
行
に
関

す
る
事
務
処
理
に
つ
い
て
も

適
正
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。

四
、
審
査
の
結
果
（
財
政
状

況
等
に
つ
い
て
）

【
総

括
】

足
元
の
日
本
経
済
は
、
景

気
の
緩
や
か
な
回
復
に
伴
い

景
況
感
は
高
い
も
の
の
、
相

次
ぐ
経
済
対
策
の
効
果
は
限

定
的
な
状
況
に
あ
る
。
金
融

緩
和
や
消
費
税
増
税
の
先
送

り
で
景
気
を
支
え
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
物
価
上
昇
の
勢
い

は
鈍
く
、
日
銀
頼
り
は
行
き

詰
ま
っ
て
い
る
感
が
あ
る
。

新
内
閣
が
始
動
し
た
が
、

財
政
再
建
や
人
手
不
足
な
ど

の
構
造
問
題
で
も
成
果
が
問

わ
れ
る
。
消
費
支
出
は
依
然

低
迷
し
て
お
り
、
非
正
規
雇

用
の
増
加
や
、
少
子
高
齢
化

の
進
展
に
よ
る
社
会
保
障

（
年
金
・
医
療
・
福
祉
）
に

対
す
る
将
来
へ
の
不
安
が
主

因
と
さ
れ
る
が
、
働
き
方
改

革
の
具
体
化
、
地
方
創
生
、

社
会
保
障
の
立
て
直
し
な
ど
、

暮
ら
し
を
支
え
る
改
革
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
平
成
二
十
六
年
度

の
社
会
保
障
給
付
費
は
、
介

護
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
が

あ
っ
た
も
の
の
過
去
最
高
の

百
十
四
兆
円
超
え
（
国
民
一

人
当
た
り
約
九
十
万
円
）
と

な
り
、
今
後
も
高
齢
化
や
医

療
技
術
の
高
度
化
で
増
加
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。

平
成
二
十
八
年
度
に
お
け

る
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

みどりとふれあい豊かな住みよいまち とみか3
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平
成
二
十
八
年
度

決
算
審
査
意
見
書

七
月
十
九
日
に
第
三
回
町

議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
臨
時
会
で
は
、
人
事
案

件
と
し
て
河
合
英
明
議
員
の

逝
去
に
伴
い
、
富
加
町
監
査

委
員
・
議
会
運
営
委
員
の
選

任
、
中
学
校
組
合
議
会
議
員

の
補
欠
選
挙
。

専
決
処
分
の
承
認
と
し
て

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
一
号
）
が
上
程
さ
れ

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

人

事

案

件

▽
監
査
委
員

議
会
議
員
か
ら
の
選
任

梅
村
登
次

（
全
員
賛
成
・
同
意
）

▽
議
会
運
営
委
員
、
美
濃
加

茂
市
・
富
加
町
中
学
校
組

合
議
会
議
員

川
崎
伸
泰

（
全
員
賛
成
・
決
定
）

専

決

処

分

▽
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）

五
十
万
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
億
四
千

五
百
三
十
四
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
国
庫
支
出
金
の
介
護
給

付
費
負
担
金
を
十
万
円
、
支

払
基
金
交
付
金
の
介
護
給
付

費
交
付
金
を
十
四
万
円
増
額

す
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
高
額
医
療
合
算
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
を
五
十
万
円
増

額
す
る
も
の
で
す
。

（
全
員
賛
成
・
承
認
）

九
月
十
二
日
か
ら
二
十
日

ま
で
を
会
期
と
し
て
第
四
回

町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
期
定
例
会
は
、
人
事
案

件
二
件
、
専
決
処
分
一
件
、

町
条
例
の
制
定
一
件
、
一
部

改
正
三
件
、
平
成
二
十
九
年

度
富
加
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
補
正
予
算
五
件
、
平
成

二
十
八
年
度
富
加
町
一
般
会

計
・
特
別
会
計
等
歳
入
歳
出

決
算
認
定
八
件
、
報
告
案
件

二
件
、
意
見
書
一
件
が
上
程

さ
れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

人

事

案

件

▽
富
加
町
教
育
委
員
会
の
委

員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
富
加
町

教
育
委
員
会
の
委
員
に
、
渡

邊
昌
宣
さ
ん
を
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

渡
邊
昌
宣
さ
ん
（
老
梅
）

（
全
員
賛
成
・
同
意
）

▽
富
加
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
の
委
員
の
選
任

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員

に
、
直
井

均
さ
ん
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

直
井

均
さ
ん（
下
羽
生
）

（
全
員
賛
成
・
同
意
）

専

決

処

分

▽
平
成
二
十
九
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

五
百
八
十
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
十
七

億
千
百
三
十
三
万
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
債
を
二
百
七
十
万
円

増
額
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
道
路
橋
り
ょ
う
災
害
復

旧
費
を
四
百
八
十
万
円
増
額

す
る
も
の
で
す
。

（
全
員
賛
成
・
承
認
）

条
例
の
制
定

▽
富
加
町
中
小
企
業
・
小
規

模
企
業
振
興
基
本
条
例
の

制
定

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法

及
び
県
条
例
に
お
け
る
市
町

村
の
役
割
の
明
記
等
を
受
け

町
に
お
け
る
中
小
企
業
等
の

振
興
に
対
す
る
基
本
理
念
等

を
定
め
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

条
例
の
一
部
改
正

▽
富
加
町
企
業
振
興
条
例
の

一
部
改
正

企
業
誘
致
の
更
な
る
促
進

を
図
る
た
め
、
奨
励
の
内
容

に
つ
い
て
見
直
し
、
拡
充
し

ま
し
た
。
併
せ
て
、
内
容
の

重
複
す
る
「
富
加
町
滝
田
工

業
団
地
誘
致
条
例
」
並
び
に
、

法
適
用
で
き
な
い
こ
と
と

な
っ
た
「
農
村
地
域
工
業
等

導
入
促
進
法
に
係
る
富
加
町

固
定
資
産
税
の
特
例
に
関
す

る
条
例
」
は
廃
止
し
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
富
加
町
附
属
機
関
設
置
条

例
及
び
富
加
町
非
常
勤
の

特
別
職
職
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

富
加
町
予
防
接
種
健
康
被

害
調
査
委
員
会
の
設
置
及
び

委
員
報
酬
金
額
(日
額
･五
千

五
百
円
)を
追
加
し
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
富
加
町
使
用
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

い
き
い
き
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

プ
ラ
ザ
が
活
用
さ
れ
て
い
な

い
夜
間
や
休
日
を
中
高
年
向

け
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施

設
と
し
て
有
料
開
放
す
る
た

め
、
そ
の
使
用
料
（
百
円
／

回
）
を
定
め
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

資源の有効利用とリサイクルの推進に努めましょう 2
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平
成
二
十
九
年
第
三
回
臨
時
会

平
成
二
十
九
年
第
四
回
定
例
会



補

正

予

算

▽
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

三
号
）

五
千
八
十
七
万
三
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
二
十
七
億
六
千
二
百
二
十

万
四
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
地
方
交
付
税
を
千
二
十

七
万
七
千
円
、
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
事
業
債
を
五
百

五
十
万
円
増
額
す
る
も
の
で

す
。歳

出
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
町
有
地
整
備
工
事
に
五

百
四
十
万
円
、
小
児
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
金

に
百
二
十
八
万
四
千
円
、
災

害
復
旧
費
に
千
二
百
五
十
一

万
七
千
円
増
額
す
る
も
の
で

す
。

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）

六
百
五
十
二
万
七
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
七
億
七
千
九
百
八
十
二
万

七
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
関

係
準
備
事
業
費
補
助
金
に
九

十
三
万
七
千
円
増
額
す
る
も

の
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
療
養
給
付
費
負
担
金
返

還
金
等
に
六
百
五
十
二
万
七

千
円
増
額
す
る
も
の
で
す
。

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

二
十
七
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
千
九

百
九
十
七
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
過
年
度
分
保
健
事
業
精

算
金
に
二
十
七
万
円
増
額
す

る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
一
般
会
計
繰
出
金
に
二

十
七
万
円
増
額
す
る
も
の
で

す
。

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
二
号
）

七
百
十
二
万
三
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

四
億
五
千
二
百
四
十
六
万
三

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
国
庫
・
県
負
担
金
の
介

護
給
付
費
負
担
金
に
四
百
四

十
一
万
二
千
円
、
国
庫
補
助

金
の
調
整
交
付
金
等
に
二
百

万
三
千
円
増
額
す
る
も
の
で

す
。歳

出
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
費
三
百
八
十

四
万
九
千
円
増
額
す
る
も
の

で
す
。（

全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
一
号
）

二
百
一
万
六
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二

億
八
百
三
十
一
万
六
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
一
般
会
計
繰
入
金
に
二

十
四
万
七
千
円
、
繰
越
金
に

百
七
十
六
万
九
千
円
増
額
す

る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
下
水
道
施
設
費
や
維
持

管
理
費
に
二
百
一
万
六
千
円

増
額
す
る
も
の
で
す
。

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

富
加
町
監
査
委
員渡

邊

哲
宏

梅
村

登
次

地
方
自
治
法
第
二
百
三
十

三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

審
査
に
付
さ
れ
た
、
平
成
二

十
八
年
度
富
加
町
一
般
会
計
、

特
別
会
計
決
算
書
及
び
歳
入

歳
出
決
算
事
項
別
明
細
書
、

実
質
収
支
に
関
す
る
調
書
、

財
産
に
関
す
る
調
書
並
び
に

各
関
係
諸
帳
簿
、
証
書
類
に

つ
き
審
査
を
し
た
の
で
、
次

の
と
お
り
意
見
書
を
提
出
し

ま
す
。

一
、
審
査
の
対
象

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

二
、
審
査
の
方
法

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
町

長
よ
り
提
出
さ
れ
た
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
書
、
同
事
項

別
明
細
書
、
実
質
収
支
に
関

す
る
調
書
等
に
つ
い
て
計
数

の
正
確
性
、
財
政
運
営
の
健

全
性
及
び
予
算
執
行
の
経
済

性
に
つ
い
て
主
眼
を
置
き
、

か
つ
例
月
出
納
検
査
、
定
期

監
査
の
結
果
を
参
考
に
し
、

併
せ
て
各
課
に
事
業
執
行
状

況
等
を
聴
取
し
て
審
査
を

行
っ
た
。

三
、
審
査
の
結
果
（
決
算
計

数
に
つ
い
て
）

一
般
会
計
、
特
別
会
計
を

通
じ
て
決
算
は
証
書
類
も
整

理
さ
れ
、
会
計
経
理
は
関
係

法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
計
数
は
関
係

諸
帳
簿
そ
の
他
証
書
類
を
符

合
し
た
結
果
、
正
確
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
予
算
の
執
行
に
関

す
る
事
務
処
理
に
つ
い
て
も

適
正
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。

四
、
審
査
の
結
果
（
財
政
状

況
等
に
つ
い
て
）

【
総

括
】

足
元
の
日
本
経
済
は
、
景

気
の
緩
や
か
な
回
復
に
伴
い

景
況
感
は
高
い
も
の
の
、
相

次
ぐ
経
済
対
策
の
効
果
は
限

定
的
な
状
況
に
あ
る
。
金
融

緩
和
や
消
費
税
増
税
の
先
送

り
で
景
気
を
支
え
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
物
価
上
昇
の
勢
い

は
鈍
く
、
日
銀
頼
り
は
行
き

詰
ま
っ
て
い
る
感
が
あ
る
。

新
内
閣
が
始
動
し
た
が
、

財
政
再
建
や
人
手
不
足
な
ど

の
構
造
問
題
で
も
成
果
が
問

わ
れ
る
。
消
費
支
出
は
依
然

低
迷
し
て
お
り
、
非
正
規
雇

用
の
増
加
や
、
少
子
高
齢
化

の
進
展
に
よ
る
社
会
保
障

（
年
金
・
医
療
・
福
祉
）
に

対
す
る
将
来
へ
の
不
安
が
主

因
と
さ
れ
る
が
、
働
き
方
改

革
の
具
体
化
、
地
方
創
生
、

社
会
保
障
の
立
て
直
し
な
ど
、

暮
ら
し
を
支
え
る
改
革
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
平
成
二
十
六
年
度

の
社
会
保
障
給
付
費
は
、
介

護
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
が

あ
っ
た
も
の
の
過
去
最
高
の

百
十
四
兆
円
超
え
（
国
民
一

人
当
た
り
約
九
十
万
円
）
と

な
り
、
今
後
も
高
齢
化
や
医

療
技
術
の
高
度
化
で
増
加
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。

平
成
二
十
八
年
度
に
お
け

る
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

みどりとふれあい豊かな住みよいまち とみか3
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の
執
行
状
況
を
確
認
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
経
常
的
な
事
務

処
理
が
滞
り
な
く
執
行
さ
れ

て
い
た
。

歳
出
予
算
現
額
に
対
す
る

不
用
額
は
、
全
体
で
一
億
六

千
三
百
七
十
三
万
六
千
五
百

三
十
六
円
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
費
用
対
効
果
を
精

査
及
び
吟
味
し
た
結
果
と
し

て
、
主
に
総
務
費
五
千
八
百

九
万
四
千
五
百
五
十
二
円
、

民
生
費
三
千
三
百
九
十
一
万

四
千
六
百
円
、
教
育
費
二
千

九
十
七
万
六
千
九
百
六
十
五

円
、
土
木
費
千
九
百
八
十
八

万
六
千
九
百
九
十
三
円
の
不

用
額
と
な
っ
た
。
今
後
も
厳

し
い
環
境
下
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
「
最
小
の
費
用
で

最
大
の
効
果
」
の
基
本
を
確

実
に
実
行
さ
れ
た
い
。

【
特
別
会
計
】

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

本
会
計
の
歳
出
決
算
規
模

は
七
億
千
九
百
六
十
万
五
千

七
百
三
十
四
円
（
前
年
度
比

△
一
・
二
％
）
で
、
実
質
収

支
額
は
四
千
五
百
二
十
六
万

二
千
三
百
六
十
三
円
（
前
年

度
は
千
九
百
八
十
七
万
千
八

百
八
十
七
円
）
で
あ
っ
た
。

一
方
、
国
民
健
康
保
険
税

に
つ
い
て
は
、
収
納
率
は
八

十
五
・
四
％
（
前
年
度
は
八

十
五
・
二
％
）
で
〇
・
二
ポ

イ
ン
ト
改
善
し
た
。
百
五
万

千
四
百
八
十
円
の
不
納
欠
損

後
の
滞
納
繰
越
分
は
、
二
千

五
百
三
十
八
万
千
四
百
六
十

七
円
と
な
り
前
年
度
と
比
べ

百
九
十
一
万
二
千
五
百
六
十

七
円
減
少
し
て
い
る
。
現
年

未
納
額
は
三
百
九
十
五
万
三

千
四
百
円
で
あ
り
前
年
度
と

比
べ
百
十
二
万
七
千
九
百
五

十
六
円
の
減
額
と
な
っ
て
い

る
。
本
会
計
の
主
要
な
財
源

確
保
の
た
め
に
、
国
民
健
康

保
険
制
度
の
啓
発
と
更
な
る

保
険
税
の
徴
収
に
努
め
ら
れ

た
い
。

（
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）

歳
出
決
算
規
模
は
五
千
五

百
七
十
万
九
千
六
百
四
十
八

円
（
前
年
度
比
＋
六
・
七
％
）

で
、
実
質
収
支
額
は
九
十
二

万
五
千
二
百
円
（
前
年
度
は

八
十
三
万
九
千
六
百
円
）
で

あ
っ
た
。

一
方
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
収
納

率
は
、
九
十
九
・
八
％
（
前

年
度
は
九
十
九
・
九
九
％
）、

で
あ
り
、
今
後
も
制
度
の
啓

発
を
図
る
と
と
も
に
、
百
％

収
納
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

本
会
計
の
歳
出
決
算
規
模

は
三
億
七
千
九
百
八
十
六
万

六
千
三
百
六
十
二
円
（
前
年

度
比
＋
五
・
六
％
）
と
二
千

二
十
八
万
八
千
五
百
四
十
三

円
増
加
し
た
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
件
数
は
前
年
度
よ

り
二
百
六
十
五
件
、
二
千
六

百
五
十
四
万
三
千
二
百
十
四

円
増
加
し
（
前
年
度
は
＋
三

百
三
件
、
＋
百
四
十
一
万
八

千
七
十
二
円
）、
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
前
年

度
よ
り
件
数
は
二
百
二
件
減

少
、
金
額
は
二
百
五
十
八
万

四
千
五
百
四
十
三
円
減
少
し

て
い
る
（
前
年
度
は
＋
八
十

五
件
、
△
九
十
一
万
千
九
百

四
十
二
円
）。
ま
た
、
介
護

給
付
費
合
計
は
、
三
億
四
千

三
十
一
万
七
千
八
百
八
十
一

円
で
あ
り
、
三
千
九
十
万
三

千
五
十
五
円
、
十
・
〇
％
増

加
し
て
い
る
（
前
年
度
は
△

百
三
十
三
万
九
千
八
百
七
十

みどりとふれあい豊かな住みよいまち とみか5
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表－⑤ （単位：円）

区 分 予算現額Ａ 調定額Ｂ 収入済額 不納欠損額 収入未済額
収入歩合（％）

Ａ Ｂ

平成28年度 2,810,935,000 2,870,987,639 2,834,559,398 1,689,160 34,739,081 100.8 98.7

平成27年度 2,910,780,000 2,972,548,113 2,909,163,377 2,358,815 61,025,921 99.9 97.9

増 減 △99,845,000 △101,560,474 △74,603,979 △669,655 △26,286,840 － －

前年度比（％） △3.4 △3.4 △2.6 △28.4 △43.1 － －

表－⑥

年 度 24 25 26 27 28

町 税 収 納 額
（単位：千円）

750,697 756,581 775,349 750,728 785,380

歳入に対する
構成比 （％）

26.9 28.1 27.8 25.8 27.7

表－⑦

年 度 24 25 26 27 28

地方交付税額
(単位：千円)

948,979 915,159 888,611 950,111 948,178

対 前 年 度 比
（％）

△2.5 △3.6 △2.9 6.9 △0.2

表－⑧ （単位：％）

年 度 24 25 26 27 28

自主財源比率 42.9 45.2 43.6 40.0 43.7

依存財源比率 57.1 54.8 56.4 60.0 56.3

の
歳
入
決
算
総
額
は
四
十
四

億
七
百
十
万
六
千
百
八
十
三

円
、
歳
出
決
算
総
額
は
四
十

一
億
九
百
三
十
四
万
七
千
三

百
七
円
と
な
っ
て
お
り
、
歳

入
歳
出
差
引
残
高
は
二
億
九

千
七
百
七
十
五
万
八
千
八
百

七
十
六
円
で
あ
る
。

町
財
政
を
分
析
す
る
と
、

経
常
収
支
比
率
に
お
い
て
は

経
常
経
費
の
増
加
に
よ
り
八

十
四
・
三
％
（
前
年
度
八
十

二
・
一
％
）
と
二
・
二
ポ
イ

ン
ト
増
加
し
た
。
ま
た
、
公

債
費
に
つ
い
て
は
、
実
質
公

債
比
率
が
十
・
六
％
（
前
年

度
十
一
・
二
％
）
と
〇
・
六

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
。
こ
れ

は
、
前
年
対
比
で
公
債
費
及

び
公
債
費
に
準
ず
る
経
費
に

係
る
金
額
が
減
少
し
た
た
め

で
あ
る
。
ま
た
、
財
政
力
を

判
断
す
る
財
政
力
指
数
は

〇
･四
五
と
横
這
い
で
あ
っ
た
。

今
後
、
財
政
規
律
問
題
等

か
ら
景
気
の
先
行
き
が
不
透

明
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
更

な
る
行
政
改
革
を
推
進
し
、

町
債
の
新
規
発
行
を
極
力
抑

制
し
、
健
全
な
行
財
政
運
営

に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
表
①
～
表
④
）

【
一
般
会
計
】

平
成
二
十
八
年
度
一
般
会

計
決
算
は
、
歳
入
総
額
二
十

八
億
三
千
四
百
五
十
五
万
九

千
三
百
九
十
八
円
（
前
年
度

比
△
二
・
六
％
）
歳
出
総
額

は
二
十
六
億
千
七
百
十
八
万

八
千
四
百
六
十
四
円
（
前
年

度
比
△
四
・
一
％
）
と
な
り
、

繰
越
明
許
費
繰
越
額
六
百
五

十
万
五
千
円
を
差
し
引
い
た

実
質
収
支
額
は
、
二
億
千
八

十
六
万
五
千
九
百
三
十
四
円

と
な
っ
た
。

（
歳

入
）

当
年
度
の
当
初
予
算
に
お

い
て
は
、
自
主
財
源
の
根
幹

で
あ
る
町
税
は
予
算
現
額
七

億
三
千
六
百
十
六
万
九
千
円

に
対
し
、
調
定
額
は
八
億
千

九
百
九
十
九
万
八
千
五
百
八

十
八
円
と
な
り
、
予
算
現
額

を
八
千
三
百
八
十
二
万
九
千

五
百
八
十
八
円
上
回
っ
た
。

前
年
度
調
定
額
七
億
八
千
八

百
二
十
九
万
四
百
十
八
円
に

対
し
て
は
三
千
百
七
十
万
八

千
百
七
十
円
（
前
年
度
比
＋

四
・
〇
％
）
増
加
し
た
。
収

入
済
額
は
七
億
八
千
五
百
三

十
八
万
百
七
十
二
円
（
前
年

度
比
＋
四
・
六
％
）
で
あ
り
、

予
算
現
額
を
四
千
九
百
二
十

一
万
千
百
七
十
二
円
上
回
っ

た
。
歳
入
に
対
す
る
構
成
比

は
、
二
十
七
・
七
％
と
な
っ

て
い
る
。

町
税
の
収
入
未
済
額
は
、

現
年
課
税
分
六
百
三
十
九
万

四
千
九
百
五
十
九
円
、
滞
納

繰
越
分
二
千
六
百
五
十
三
万

四
千
二
百
九
十
七
円
、
総
額

三
千
二
百
九
十
二
万
九
千
二

百
五
十
六
円
と
な
り
、
前
年

度
と
比
較
し
て
二
百
二
十
七

万
四
千
六
百
六
十
五
円
減
少
、

収
納
率
は
九
十
五
・
八
％（
前

年
度
は
九
十
五
・
二
％
）
と

〇
・
六
ポ
イ
ン
ト
向
上
し
た
。

特
に
現
年
課
税
分
の
収
納
率

は
九
十
九
・
二
％
と
高
水
準

で
あ
り
、
関
係
者
の
努
力
を

評
価
す
る
。
厳
し
い
徴
税
環

境
と
察
す
る
が
、
今
後
も
未

納
額
の
減
少
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。（
表
⑤
～
表
⑧
）

（
歳

出
）

一
般
会
計
の
歳
出
は
冒
頭

で
も
述
べ
た
と
お
り
、
平
成

二
十
八
年
度
決
算
は
前
年
度

と
比
べ
四
・
一
％
減
少
し
た
。

ま
た
、
各
課
の
主
な
事
業
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決算意見書に関わる表

表－③ 前年度比較

歳 入 （単位：円）

区 分 平成28年度 平成27年度 比較増減

決 算 総 額 4,407,106,183 4,410,628,985 △3,522,802

一般会計決算額 2,834,559,398 2,909,163,377 △74,603,979

特別会計決算額 1,572,546,785 1,501,519,608 71,027,177

歳 出 （単位：円）

区 分 平成28年度 平成27年度 比較増減

決 算 総 額 4,109,347,307 4,191,737,093 △82,389,786

一般会計決算額 2,617,188,464 2,730,491,753 △113,303,289

特別会計決算額 1,492,158,843 1,461,245,340 30,913,503

表－④

年 度 24 25 26 27 28

実質収支比率(％) 7.8 9.3 9.4 8.9 11.0

経常収支比率(％) 85.3 87.4 86.4 82.1 84.3

実質公債費比率(％) 11.7 11.8 11.7 11.2 10.6

財 政 力 指 数 0.43 0.44 0.45 0.45 0.45

表－① （単位：円）

区 分 歳 入 歳 出 歳入歳出差引額

決 算 総 額 4,407,106,183 4,109,347,307 297,758,876

一般会計決算額 2,834,559,398 2,617,188,464 217,370,934

特別会計決算額 1,572,546,785 1,492,158,843 80,387,942

表－② 特別会計の内訳 （単位：円）

区 分 歳 入 歳 出 歳入歳出差引額

国民健康保険 764,868,097 719,605,734 45,262,363

後期高齢者医療 56,634,848 55,709,648 925,200

介 護 保 険 405,277,988 379,866,362 25,411,626

特定環境保全
公共下水道事業

229,900,843 222,178,866 7,721,977

農業集落排水事業 115,865,009 114,798,233 1,066,776



の
執
行
状
況
を
確
認
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
経
常
的
な
事
務

処
理
が
滞
り
な
く
執
行
さ
れ

て
い
た
。

歳
出
予
算
現
額
に
対
す
る

不
用
額
は
、
全
体
で
一
億
六

千
三
百
七
十
三
万
六
千
五
百

三
十
六
円
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
費
用
対
効
果
を
精

査
及
び
吟
味
し
た
結
果
と
し

て
、
主
に
総
務
費
五
千
八
百

九
万
四
千
五
百
五
十
二
円
、

民
生
費
三
千
三
百
九
十
一
万

四
千
六
百
円
、
教
育
費
二
千

九
十
七
万
六
千
九
百
六
十
五

円
、
土
木
費
千
九
百
八
十
八

万
六
千
九
百
九
十
三
円
の
不

用
額
と
な
っ
た
。
今
後
も
厳

し
い
環
境
下
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
「
最
小
の
費
用
で

最
大
の
効
果
」
の
基
本
を
確

実
に
実
行
さ
れ
た
い
。

【
特
別
会
計
】

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

本
会
計
の
歳
出
決
算
規
模

は
七
億
千
九
百
六
十
万
五
千

七
百
三
十
四
円
（
前
年
度
比

△
一
・
二
％
）
で
、
実
質
収

支
額
は
四
千
五
百
二
十
六
万

二
千
三
百
六
十
三
円
（
前
年

度
は
千
九
百
八
十
七
万
千
八

百
八
十
七
円
）
で
あ
っ
た
。

一
方
、
国
民
健
康
保
険
税

に
つ
い
て
は
、
収
納
率
は
八

十
五
・
四
％
（
前
年
度
は
八

十
五
・
二
％
）
で
〇
・
二
ポ

イ
ン
ト
改
善
し
た
。
百
五
万

千
四
百
八
十
円
の
不
納
欠
損

後
の
滞
納
繰
越
分
は
、
二
千

五
百
三
十
八
万
千
四
百
六
十

七
円
と
な
り
前
年
度
と
比
べ

百
九
十
一
万
二
千
五
百
六
十

七
円
減
少
し
て
い
る
。
現
年

未
納
額
は
三
百
九
十
五
万
三

千
四
百
円
で
あ
り
前
年
度
と

比
べ
百
十
二
万
七
千
九
百
五

十
六
円
の
減
額
と
な
っ
て
い

る
。
本
会
計
の
主
要
な
財
源

確
保
の
た
め
に
、
国
民
健
康

保
険
制
度
の
啓
発
と
更
な
る

保
険
税
の
徴
収
に
努
め
ら
れ

た
い
。

（
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）

歳
出
決
算
規
模
は
五
千
五

百
七
十
万
九
千
六
百
四
十
八

円
（
前
年
度
比
＋
六
・
七
％
）

で
、
実
質
収
支
額
は
九
十
二

万
五
千
二
百
円
（
前
年
度
は

八
十
三
万
九
千
六
百
円
）
で

あ
っ
た
。

一
方
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
収
納

率
は
、
九
十
九
・
八
％
（
前

年
度
は
九
十
九
・
九
九
％
）、

で
あ
り
、
今
後
も
制
度
の
啓

発
を
図
る
と
と
も
に
、
百
％

収
納
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

本
会
計
の
歳
出
決
算
規
模

は
三
億
七
千
九
百
八
十
六
万

六
千
三
百
六
十
二
円
（
前
年

度
比
＋
五
・
六
％
）
と
二
千

二
十
八
万
八
千
五
百
四
十
三

円
増
加
し
た
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
件
数
は
前
年
度
よ

り
二
百
六
十
五
件
、
二
千
六

百
五
十
四
万
三
千
二
百
十
四

円
増
加
し
（
前
年
度
は
＋
三

百
三
件
、
＋
百
四
十
一
万
八

千
七
十
二
円
）、
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
前
年

度
よ
り
件
数
は
二
百
二
件
減

少
、
金
額
は
二
百
五
十
八
万

四
千
五
百
四
十
三
円
減
少
し

て
い
る
（
前
年
度
は
＋
八
十

五
件
、
△
九
十
一
万
千
九
百

四
十
二
円
）。
ま
た
、
介
護

給
付
費
合
計
は
、
三
億
四
千

三
十
一
万
七
千
八
百
八
十
一

円
で
あ
り
、
三
千
九
十
万
三

千
五
十
五
円
、
十
・
〇
％
増

加
し
て
い
る
（
前
年
度
は
△

百
三
十
三
万
九
千
八
百
七
十
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表－⑤ （単位：円）

区 分 予算現額Ａ 調定額Ｂ 収入済額 不納欠損額 収入未済額
収入歩合（％）

Ａ Ｂ

平成28年度 2,810,935,000 2,870,987,639 2,834,559,398 1,689,160 34,739,081 100.8 98.7

平成27年度 2,910,780,000 2,972,548,113 2,909,163,377 2,358,815 61,025,921 99.9 97.9

増 減 △99,845,000 △101,560,474 △74,603,979 △669,655 △26,286,840 － －

前年度比（％） △3.4 △3.4 △2.6 △28.4 △43.1 － －

表－⑥

年 度 24 25 26 27 28

町 税 収 納 額
（単位：千円）

750,697 756,581 775,349 750,728 785,380

歳入に対する
構成比 （％）

26.9 28.1 27.8 25.8 27.7

表－⑦

年 度 24 25 26 27 28

地方交付税額
(単位：千円)

948,979 915,159 888,611 950,111 948,178

対 前 年 度 比
（％）

△2.5 △3.6 △2.9 6.9 △0.2

表－⑧ （単位：％）

年 度 24 25 26 27 28

自主財源比率 42.9 45.2 43.6 40.0 43.7

依存財源比率 57.1 54.8 56.4 60.0 56.3



平
成
二
十
八
年
度
可
茂
広
域
行
政
事
務
組
合

一
般
会
計
決
算
審
査
意
見
書

可
茂
広
域
行
政
事
務
組
合

は
、
組
合
の
保
有
す
る
可
茂

ふ
る
さ
と
基
金
、
財
政
調
整

基
金
及
び
歳
計
現
金
を
構
成

団
体
の
議
会
議
決
を
経
て
定

め
ま
し
た
協
議
に
基
づ
く
精

算
処
理
を
行
い
、
平
成
二
十

九
年
三
月
三
十
一
日
付
で
解

散
し
、
歳
入
五
千
四
百
四
十

万
九
百
六
十
二
円
、
歳
出
額

五
千
四
百
四
十
万
九
百
六
十

二
円
で
歳
入
歳
出
差
引
は
〇

円
と
な
り
清
算
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度

富
加
町
水
道
事
業
会
計
決
算
審
査
意
見
書

富
加
町
監
査
委
員渡

邊

哲
宏

河
合

英
明

水
道
事
業
に
お
い
て
は
、

安
全
な
水
を
安
定
的
に
供
給

す
る
こ
と
が
重
要
な
使
命
で

あ
り
、
特
に
震
災
等
の
非
常

時
に
お
け
る
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
一
層
の
強
化
を
図
る
必

要
性
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

平
成
二
十
八
年
度
に
お
い

て
も
、
前
年
度
同
様
に
水
道

事
業
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

国
の
補
助
事
業
等
に
よ
る
事

業
を
実
施
さ
れ
た
。
今
後
も

耐
震
管
を
用
い
た
老
朽
管
の

更
新
工
事
を
計
画
に
沿
っ
て

着
実
に
整
備
さ
れ
た
い
。

有
収
率
は
当
局
が
漏
水
調

査
な
ど
積
極
的
に
漏
水
防
止

に
取
り
組
ま
れ
た
結
果
で
あ

り
、
昨
年
よ
り
一
・
六
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
た
。

依
然
と
し
て
漏
水
と
疑
わ

れ
る
有
収
率
で
は
あ
る
が
、

引
き
続
き
有
収
率
の
向
上
に

努
め
ら
れ
た
い
。（
表
⑪
）

滞
納
状
況
に
つ
い
て
は
、

表
⑫
の
と
お
り
滞
納
者
数
、

滞
納
額
と
も
に
増
加
傾
向
に

あ
る
た
め
、
今
後
も
法
的
措

置
を
含
ん
だ
厳
正
な
処
置
を

執
る
な
ど
し
て
滞
納
の
減
少

に
努
め
ら
れ
た
い
。
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表－⑨ （単位：千円）

区 分 3月末現在高 前年度比

1 財政調整基金 1,047,939 4,071
2 減債基金 65,758 78

3 地域福祉基金 85,000 ±0

4 高齢者福祉対策基金 21,246 ±0

5 生活環境整備基金 10,000 ±0

6 ふるさと農村活性化対策基金 7,000 ±0

7 教育施設整備基金 24 1

8 国民健康保険事業財政調整基金 67 13
9 介護給付費準備基金 132,796 12,269

計 1,369,830 16,423

基 金 運 用 状 況
表－⑩ （単位：千円）

区 分 3月末現在高 前年度比

1 公共事業等債 48,569 △6,784
2 公営住宅建設事業債 405,372 △33,800

3 （旧）緊急防災・減災事業債 67,250 △11,053

4 全国防災事業債 40,000 ±0

5 学校教育施設等整備事業債 10,670 △1,435

6 社会福祉施設整備事業債 34,499 △4,361

7 一般補助施設整備等事業債 129,995 △17,892

8 一般単独事業債 185,744 △15,631

9 財源対策債 2,805 △2,890

10 減税補てん債 28,826 △6,028

11 臨時財政対策債 1,396,172 △23,387
12 その他 19,882 5,560

計 2,369,784 △117,701

公 債 費 の 状 況

平成28年度 一般会計決算認定

26億
1,719万円

歳出

総務費
457,786千円
17.49%

総務費
457,786千円
17.49%

民生費
720,425千円
27.53%

民生費
720,425千円
27.53%

教育費
313,201千円
11.97%

教育費
313,201千円
11.97%

公債費
266,225千円
10.17%

公債費
266,225千円
10.17%

土木費
266,161千円
10.17%

土木費
266,161千円
10.17%

農林水産業費
209,447千円
8.00%

農林水産業費
209,447千円
8.00%

衛生費
170,947千円
6.53%

衛生費
170,947千円
6.53%

消防費
143,985千円
5.50%

消防費
143,985千円
5.50%

議会費
47,454千円
1.81%

商工費
21,557千円
0.82% 災害復旧費

0千円　0.00%
予備費
0千円　0.00%

交通安全対策特別交付金
利子割交付金
株式等譲渡所得割交付金
配当割交付金
地方特例交付金
繰入金
自動車取得税交付金
ｺﾞﾙﾌ場利用税交付金
地方譲与税
寄付金
分担金及び負担金
諸収入
使用料手数料
財産収入
地方消費税交付金
町債
県支出金

485千円
876千円
1,139千円
2,237千円
4,441千円
5,807千円
7,199千円
27,816千円
31,443千円
36,433千円
43,133千円
52,954千円
55,526千円
80,906千円
93,722千円
123,800千円
160,997千円

0.02%
0.03%
0.04%
0.08%
0.16%
0.20%
0.25%
0.98%
1.11%
1.29%
1.52%
1.87%
1.96%
2.85%
3.31%
4.37%
5.68%

歳入
地方交付税
948,178千円
33.45%

地方交付税
948,178千円
33.45%

町税
785,380千円
27.71%

町税
785,380千円
27.71%

国庫支出金
193,415千円
6.82%

繰越金
178,672千円
6.30%

繰越金
178,672千円
6.30%

28億
3,456万円

九
円
、
△
〇
・
四
％
）。

被
保
険
者
数
は
前
年
度
よ

り
三
十
五
人
増
加
し
合
計
千

六
百
六
十
四
人
、
要
介
護
認

定
者
数
は
十
七
人
増
加
し
、

合
計
二
百
四
十
七
人
と
な
っ

て
い
る
。

介
護
保
険
料
の
収
納
率
は

九
十
八
・
四
％
（
前
年
度
九

十
八
・
一
％
）
で
あ
っ
た
。

今
後
も
制
度
の
啓
発
を
図
る

と
と
も
に
、
収
納
率
の
改
善

に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
）

本
会
計
の
歳
出
決
算
規
模

は
、
二
億
二
千
二
百
十
七
万

八
千
八
百
六
十
六
円
（
前
年

度
比
＋
七
･四
％
）と
な
っ
た
。

本
事
業
に
よ
る
水
洗
化
率

は
、
九
十
五
・
二
％
（
前
年

度
比
〇
・
七
ポ
イ
ン
ト
増
）

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
に
於

い
て
も
水
洗
化
率
の
向
上
に

努
め
ら
れ
た
い
。

使
用
料
の
収
納
率
は
九
十

九
・
〇
％（
前
年
度
九
十
九
・

三
％
）、
収
入
未
済
額
五
十

九
万
八
千
二
百
七
十
七
円

（
前
年
度
三
十
八
万
七
千
六

百
九
十
二
円
）
と
な
っ
た
。

今
後
と
も
収
納
率
の
改
善
に

努
め
ら
れ
た
い
。

（
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
）

本
事
業
に
つ
い
て
は
全
て

事
業
が
完
了
し
て
お
り
、
維

持
管
理
費
及
び
公
債
費
が
主

な
支
出
と
な
っ
て
い
る
。

各
地
区
の
水
洗
化
率
は
、

大
山
・
井
高
地
区
九
十
八
・

八
％
、
夕
田
地
区
百
％
、
加

治
田
地
区
九
十
八
・
五
％
、

大
平
賀
地
区
九
十
五
・
三
％

で
、
全
体
で
は
九
十
七
・
六

％
（
前
年
度
九
十
七
・
一
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
使
用
料
の
収
納
率

は
九
十
七
・
〇
％
（
前
年
度

九
十
七
・
三
％
）、
収
入
未

済
額
は
百
一
万
七
千
八
百
十

二
円
で
前
年
度
よ
り
十
万
五

千
六
百
四
十
三
円
増
加
し
て

お
り
（
不
納
欠
損
額
〇
円
）、

収
納
率
の
改
善
に
努
め
ら
れ

た
い
。

【
基
金
運
用
状
況
】

年
度
末
現
在
の
基
金
保
管

状
況
は
、
表
⑨
の
と
お
り
で

あ
る
。

年
度
中
の
財
政
調
整
基
金

に
つ
い
て
は
、
四
百
七
万
千

二
百
五
十
八
円
の
増
加
（
前

期
は
六
千
三
百
二
十
二
万
六

千
二
百
十
九
円
の
減
少
）
と

な
っ
た
。

ま
た
、
介
護
給
付
費
準
備

基
金
に
つ
い
て
は
、
千
二
百

二
十
六
万
九
千
円
の
増
加
と

な
っ
た
。
基
金
全
体
で
は
、

総
額
十
三
億
六
千
九
百
八
十

二
万
九
千
七
百
五
十
円
と
な

り
対
前
年
度
千
六
百
四
十
三

万
千
六
百
七
十
一
円
増
加
し

た
。財

政
調
整
基
金
に
つ
い
て

は
、
後
年
の
財
政
運
営
の
た

め
に
適
切
な
資
金
の
確
保
に

努
め
ら
れ
た
い
。

一
方
、
そ
の
他
の
基
金
に

つ
い
て
は
、
今
後
と
も
目
的

に
沿
っ
た
活
用
と
安
全
な
運

用
管
理
を
さ
れ
た
い
。

【
公
債
費
の
状
況
】

年
度
末
現
在
の
公
債
費
の

状
況
は
、
表
⑩
の
と
お
り
で

あ
る
。

公
債
費
に
つ
い
て
は
、
新

規
発
行
額
が
一
億
二
千
三
百

八
十
万
円
、
償
還
額
が
二
億

四
千
百
五
十
万
七
百
四
十
五

円
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
一

億
千
七
百
七
十
万
七
百
四
十

五
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

▽
「
道
路
整
備
事
業
に
係
る

国
の
財
政
上
の
特
別
措
置

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

く
補
助
率
等
の
か
さ
上
げ

措
置
の
継
続
を
求
め
る
意

見
書

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員

会
委
員
長
川
崎
伸
泰
議
員
か

ら
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

意
見
書
の
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
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｢道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」に基づく
補助率等のかさ上げ措置の継続を求める意見書

道路は、交流人口・物流を増大させ、地域経済の成長をもたらすストック効果が期待さ
れる社会資本であり、災害時の緊急輸送、救援活動や復興等、住民の命を守るライフライ
ンとしても必要不可欠な社会基盤である。本町においても、幹線道路の新設や改築をはじ
め、橋梁や舗装など道路ストックの老朽化対策、通学路の交通安全対策等様々な道路事業
の課題に直面するなか、安全安心で円滑な交通を確保する道路整備は急務であり、財政厳
しい状況のなか、道路整備のための持続的かつ安定的な財源の確保は極めて重要である。
現在、道路事業においては「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」

（以下「道路財特法」という。）の規定により、交付金事業等の補助率等の嵩上げが平成29
年度までの時限措置となっており、道路財特法による嵩上げ措置の廃止は、交付金事業を
活用する地方において財政負担をもたらし、道路整備事業に遅滞を招くことになる。
よって、国においては地方が必要とする道路整備が計画的に進むよう、道路関係予算の
総額を安定的・持続的に確保するとともに、道路財特法の補助率等の嵩上げ措置について、
平成30年度以降も継続するよう強く要望する。
以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成29年９月20日
岐阜県加茂郡富加町議会議長 佐曽利 敏

衆議院議長 様
参議院議長 様
内閣総理大臣 様
財務大臣 様
総務大臣 様
国土交通大臣 様



平
成
二
十
八
年
度
可
茂
広
域
行
政
事
務
組
合

一
般
会
計
決
算
審
査
意
見
書

可
茂
広
域
行
政
事
務
組
合

は
、
組
合
の
保
有
す
る
可
茂

ふ
る
さ
と
基
金
、
財
政
調
整

基
金
及
び
歳
計
現
金
を
構
成

団
体
の
議
会
議
決
を
経
て
定

め
ま
し
た
協
議
に
基
づ
く
精

算
処
理
を
行
い
、
平
成
二
十

九
年
三
月
三
十
一
日
付
で
解

散
し
、
歳
入
五
千
四
百
四
十

万
九
百
六
十
二
円
、
歳
出
額

五
千
四
百
四
十
万
九
百
六
十

二
円
で
歳
入
歳
出
差
引
は
〇

円
と
な
り
清
算
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度

富
加
町
水
道
事
業
会
計
決
算
審
査
意
見
書

富
加
町
監
査
委
員渡

邊

哲
宏

河
合

英
明

水
道
事
業
に
お
い
て
は
、

安
全
な
水
を
安
定
的
に
供
給

す
る
こ
と
が
重
要
な
使
命
で

あ
り
、
特
に
震
災
等
の
非
常

時
に
お
け
る
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
一
層
の
強
化
を
図
る
必

要
性
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

平
成
二
十
八
年
度
に
お
い

て
も
、
前
年
度
同
様
に
水
道

事
業
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

国
の
補
助
事
業
等
に
よ
る
事

業
を
実
施
さ
れ
た
。
今
後
も

耐
震
管
を
用
い
た
老
朽
管
の

更
新
工
事
を
計
画
に
沿
っ
て

着
実
に
整
備
さ
れ
た
い
。

有
収
率
は
当
局
が
漏
水
調

査
な
ど
積
極
的
に
漏
水
防
止

に
取
り
組
ま
れ
た
結
果
で
あ

り
、
昨
年
よ
り
一
・
六
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
た
。

依
然
と
し
て
漏
水
と
疑
わ

れ
る
有
収
率
で
は
あ
る
が
、

引
き
続
き
有
収
率
の
向
上
に

努
め
ら
れ
た
い
。（
表
⑪
）

滞
納
状
況
に
つ
い
て
は
、

表
⑫
の
と
お
り
滞
納
者
数
、

滞
納
額
と
も
に
増
加
傾
向
に

あ
る
た
め
、
今
後
も
法
的
措

置
を
含
ん
だ
厳
正
な
処
置
を

執
る
な
ど
し
て
滞
納
の
減
少

に
努
め
ら
れ
た
い
。
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表－⑨ （単位：千円）

区 分 3月末現在高 前年度比

1 財政調整基金 1,047,939 4,071
2 減債基金 65,758 78

3 地域福祉基金 85,000 ±0

4 高齢者福祉対策基金 21,246 ±0

5 生活環境整備基金 10,000 ±0

6 ふるさと農村活性化対策基金 7,000 ±0

7 教育施設整備基金 24 1

8 国民健康保険事業財政調整基金 67 13
9 介護給付費準備基金 132,796 12,269

計 1,369,830 16,423

基 金 運 用 状 況
表－⑩ （単位：千円）

区 分 3月末現在高 前年度比

1 公共事業等債 48,569 △6,784
2 公営住宅建設事業債 405,372 △33,800

3 （旧）緊急防災・減災事業債 67,250 △11,053

4 全国防災事業債 40,000 ±0

5 学校教育施設等整備事業債 10,670 △1,435

6 社会福祉施設整備事業債 34,499 △4,361

7 一般補助施設整備等事業債 129,995 △17,892

8 一般単独事業債 185,744 △15,631

9 財源対策債 2,805 △2,890

10 減税補てん債 28,826 △6,028

11 臨時財政対策債 1,396,172 △23,387
12 その他 19,882 5,560

計 2,369,784 △117,701

公 債 費 の 状 況

平成28年度 一般会計決算認定

26億
1,719万円

歳出

総務費
457,786千円
17.49%

総務費
457,786千円
17.49%

民生費
720,425千円
27.53%

民生費
720,425千円
27.53%

教育費
313,201千円
11.97%

教育費
313,201千円
11.97%

公債費
266,225千円
10.17%

公債費
266,225千円
10.17%

土木費
266,161千円
10.17%

土木費
266,161千円
10.17%

農林水産業費
209,447千円
8.00%

農林水産業費
209,447千円
8.00%

衛生費
170,947千円
6.53%

衛生費
170,947千円
6.53%

消防費
143,985千円
5.50%

消防費
143,985千円
5.50%

議会費
47,454千円
1.81%

商工費
21,557千円
0.82% 災害復旧費

0千円　0.00%
予備費
0千円　0.00%

交通安全対策特別交付金
利子割交付金
株式等譲渡所得割交付金
配当割交付金
地方特例交付金
繰入金
自動車取得税交付金
ｺﾞﾙﾌ場利用税交付金
地方譲与税
寄付金
分担金及び負担金
諸収入
使用料手数料
財産収入
地方消費税交付金
町債
県支出金

485千円
876千円
1,139千円
2,237千円
4,441千円
5,807千円
7,199千円
27,816千円
31,443千円
36,433千円
43,133千円
52,954千円
55,526千円
80,906千円
93,722千円
123,800千円
160,997千円

0.02%
0.03%
0.04%
0.08%
0.16%
0.20%
0.25%
0.98%
1.11%
1.29%
1.52%
1.87%
1.96%
2.85%
3.31%
4.37%
5.68%

歳入
地方交付税
948,178千円
33.45%

地方交付税
948,178千円
33.45%

町税
785,380千円
27.71%

町税
785,380千円
27.71%

国庫支出金
193,415千円
6.82%

繰越金
178,672千円
6.30%

繰越金
178,672千円
6.30%

28億
3,456万円



前
提
で
は
あ
り
ま
す
が
、
経

済
的
負
担
や
遠
方
に
居
住
な

ど
の
理
由
か
ら
所
有
者
一
任

だ
け
で
は
な
か
な
か
解
決
に

つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し

た
中
、
平
成
二
十
七
年
度
に

は
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法

が
施
行
さ
れ
、
国
の
空
き
家

対
策
の
基
本
方
針
が
示
さ
れ
、

本
町
に
お
い
て
は
空
き
家
対

策
の
取
り
組
み
と
し
て
、
平

成
二
十
八
年
度
か
ら
空
き
家

の
調
査
を
開
始
し
、
今
年
度

に
お
い
て
は
空
家
等
対
策
協

議
会
を
設
置
し
、
空
家
等
対

策
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

協
議
会
は
町
長
の
諮
問
機

関
と
し
て
、法
務
・
不
動
産
・

建
築
の
学
識
経
験
者
、
富
加

町
議
会
議
員
及
び
警
察
な
ど

関
係
行
政
機
関
の
職
員
合
わ

せ
て
計
八
人
の
委
員
で
構
成

さ
れ
、
計
画
案
に
つ
い
て
意

見
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。今
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
し
て
は
、
第
一
回
目
の

会
議
を
九
月
下
旬
に
予
定
し
、

年
度
内
に
は
、
計
画
を
完
成

さ
せ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
ご
質
問
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
空
家
対
策
計
画

の
内
容
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

計
画
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は

空
家
特
措
法
に
従
い
、
基
本

方
針
、
計
画
期
間
、
調
査
関

連
事
項
、
空
き
家
の
適
切
管

理
促
進
、
活
用
促
進
、
特
定

空
き
家
等
対
処
、
相
談
体
制

及
び
実
施
体
制
な
ど
を
定
め

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
本
計
画
の
要
点

＝
ポ
イ
ン
ト
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
活
用
促
進
事
項
で
あ
る

空
き
家
及
び
そ
の
跡
地
の
活

用
方
策
に
あ
る
の
で
は
と
考

え
ま
す
。
そ
の
部
分
に
お
い

て
、
議
員
ご
質
問
要
旨
に
あ

り
ま
す
よ
う
に
富
加
町
の
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
な
部
分
が

見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
考

え
ま
す
。
特
に
、
空
き
家
バ

ン
ク
の
創
設
に
関
し
て
は
空

き
家
解
消
の
た
め
の
重
要
な

方
策
と
認
識
し
、
計
画
に
盛

り
込
む
べ
き
事
項
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
と

合
わ
せ
て
、
町
内
へ
の
移

住
・
定
住
者
を
対
象
に
空
き

家
貸
与
や
リ
フ
ォ
ー
ム
・
除

去
費
に
対
す
る
補
助
制
度
創

設
の
可
能
性
の
検
討
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
バ
ン
ク
及
び
補

助
制
度
に
関
し
て
は
、
官
民

連
携
の
取
り
組
み
や
財
政
面

な
ど
、
十
分
な
議
論
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

空
き
家
対
策
計
画
の
性
質

や
空
き
家
物
件
の
現
状
か
ら

す
る
と
、
議
員
が
期
待
さ
れ

ま
す
よ
う
な
斬
新
な
ア
イ
デ

ア
は
、
現
段
階
で
は
想
定
で

き
ま
せ
ん
が
、
近
隣
を
は
じ

め
他
市
町
村
の
取
り
組
み
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
今
後
の

作
業
の
中
で
十
分
留
意
し
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、

空
き
家
の
不
安
解
消
と
良
好

な
生
活
環
境
保
全
を
目
的
に
、

空
き
家
解
消
に
向
け
た
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
取
り
組
み

を
計
画
と
し
て
策
定
し
、
確

実
に
継
続
し
て
行
う
こ
と
は
、

富
加
町
の
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
や
定
住
施
策
の
一
環

と
し
て
欠
く
こ
と
の
出
来
な

い
も
の
と
認
識
し
、
し
っ
か

り
と
推
進
し
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

町
民
ま
つ
り
文

化
部
門
の
活
性
化
に

つ
い
て

【
木
村

康
夫
議
員
】

芸
術
・
創
作
活
動
（
文
化

活
動
）
は
個
人
の
「
心
の
豊

か
さ
・
生
き
が
い
」
を
も
た

ら
し
、
町
の
個
性
・
差
別
化

を
可
能
と
し
、
情
報
発
信
を

促
す
。
地
方
創
生
の
基
盤
に

な
る
と
考
え
る
。
町
民
ま
つ

り
文
化
部
門
の
活
性
化
は
町

内
の
文
化
活
動
の
成
果
評
価

と
し
て
有
効
で
あ
り
、
重
要

と
の
観
点
か
ら
二
点
質
問
し

ま
す

①
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
展
示
棚
一

般
開
放
は
、
愛
好
家
の
作
品

発
表
の
場
と
し
て
有
意
義
で

あ
り
、
人
材
・
作
品
発
掘
が

期
待
で
き
る
。
今
後
の
さ
ら

な
る
展
開
は
あ
る
の
か
？

タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
展
示
棚
、
ど

う
だ
ん
、
資
料
館
展
示
室
等

は
町
民
の
目
に
触
れ
に
く
い

と
思
う
が
、
目
に
止
ま
り
や

す
い
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
設

置
は
で
き
な
い
か
？

②
町
民
ま
つ
り
文
化
部
門
は

マ
ン
ネ
リ
感
が
あ
る
。
変
化

あ
る
企
画
、
質
の
高
い
作
品

の
展
示
が
必
用
と
思
う
が
、

改
善
の
余
地
は
な
い
か
？
タ

ウ
ン
ホ
ー
ル
一
般
展
示
と
町

民
ま
つ
り
と
の
連
携
の
企
画

が
有
効
と
考
え
る
が
い
か
が

か
？

【
澤
野
教
育
課
長
】

は
じ
め
に
、
①
「
タ
ウ
ン

ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
の
展
示
ケ
ー

ス
一
般
開
放
の
今
後
の
展
開

及
び
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
設

置
」
に
つ
い
て
お
答
え
い
た

し
ま
す
。

タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
の

展
示
ケ
ー
ス
は
、従
来
、サ
ー

ク
ル
活
動
で
製
作
さ
れ
た
作

品
を
三
ヶ
月
ほ
ど
の
期
間
を

設
け
て
展
示
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
町
民
の

方
々
か
ら
の
ご
要
望
に
応
え

て
、
展
示
ケ
ー
ス
を
一
般
開

放
し
、
個
人
等
の
作
品
を
一

定
期
間
、
順
に
展
示
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
現
在
、

展
示
希
望
者
が
多
く
、
平
成

三
十
年
七
月
中
旬
ま
で
、
六

名
、
二
団
体
が
予
約
さ
れ
て

い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
、「
順
番
待
ち
の
解

消
を
図
る
必
要
が
あ
る
」
こ

と
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、
限

ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
と
展
示
期

間
を
一
定
期
間
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
状
況
を
見
な
が
ら
今

後
の
方
策
等
を
判
断
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

さ
ら
な
る
展
開
に
つ
き
ま
し

て
も
、
一
般
開
放
を
今
年
度

四
月
か
ら
始
め
た
ば
か
り
で

す
の
で
、
利
用
者
や
来
場
者

の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
活
用

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、「
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
設
置
」
に
つ
い
て
の
ご
質

問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
、

教
育
委
員
会
で
は
、
タ
ウ
ン

ホ
ー
ル
と
郷
土
資
料
館
の
既

存
二
施
設
で
、
展
示
を
行
っ

て
お
り
、
郷
土
資
料
館
で
は
、

主
に
郷
土
の
歴
史
的
・
文
化

的
資
料
を
常
設
コ
ー
ナ
ー
と

テ
ー
マ
を
絞
っ
た
企
画
展
に

分
け
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
で
は
、

展
示
ケ
ー
ス
の
一
般
開
放
の

ほ
か
、
自
主
サ
ー
ク
ル
活
動

や
保
育
園
児
等
の
作
品
を
定

みどりとふれあい豊かな住みよいまち とみか9
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第
四
回
定
例
会
の
一
般
質

問
は
、
九
月
二
十
日
に
五
名

の
議
員
か
ら
十
一
件
の
質
問

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
質
問
の
要
旨
と
答
弁

は
次
の
通
り
で
す
。（
な
お
、

再
質
問
及
び
再
質
問
に
係
る

答
弁
は
掲
載
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
全
容
は
富
加
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
中
の
富
加
町
議
会

→
議
会
録
画
映
像
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。）

『一
般
質
問
は
、
定
例

会
に
お
い
て
行
わ
れ
、
そ

の
内
容
は
行
財
政
全
般
に

わ
た
り
ま
す
。

議
員
は
質
問
の
要
旨
を

事
前
に
議
長
に
通
告
し
、

議
長
の
許
可
を
得
て
質
問

を
し
ま
す
。
な
お
、
質
問

の
回
数
は
、
再
質
問
を
含

め
三
回
ま
で
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
議
長
が
質
問
を

制
限
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。』

空
き
家
対
策
の

実
施
計
画
に
つ
い
て

【
木
村

康
夫
議
員
】

空
き
家
は
二
〇
三
三
年
に

は
二
千
百
五
十
万
戸
（
空
き

家
率
三
十
％
）
が
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
政
府
は
、
平
成

二
十
七
年
に
は
空
き
家
対
策

特
別
措
置
法
を
施
行
、
平
成

二
十
九
年
八
月
に
は
空
き
家

取
引
に
対
し
所
有
者
、
仲
介

者
に
助
成
金
制
度
を
設
け
る

方
針
を
固
め
た
と
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
空
き
家

が
現
実
的
な
社
会
問
題
と
認

識
さ
れ
解
決
の
た
め
実
行
の

時
期
に
来
た
と
言
え
ま
す
。

当
町
で
は
、
昨
年
度
空
き
家

調
査
で
百
二
十
戸
が
確
認
さ

れ
、
今
年
度
は
実
施
計
画
策

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
状

で
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
実
施

が
当
面
の
目
標
と
思
え
る
が
、

空
き
家
問
題
は
空
き
家
バ
ン

ク
で
簡
単
に
取
引
で
き
る
よ

う
な
優
良
物
件
は
そ
れ
ほ
ど

問
題
で
は
な
い
と
思
え
る
、

真
に
問
題
な
の
は
、
築
四
十

年
を
超
え
る
廃
屋
、
放
置
家

屋
な
ど
取
引
が
難
し
い
物
件

で
し
ょ
う
。
市
街
地
域
ス
ポ

ン
ジ
化
対
処
、
官
民
連
携
な

ど
斬
新
有
効
な
実
施
案
の
期

待
を
含
め
ど
の
よ
う
な
空
き

家
対
策
事
業
を
行
わ
れ
る
の

か
を
お
聞
き
し
た
い
。

【
足
立
建
設
課
長
】

近
年
人
口
減
少
や
高
齢
化

な
ど
が
背
景
と
な
り
全
国
的

に
空
き
家
が
増
加
し
て
お
り
、

今
後
も
拡
大
が
予
測
さ
れ
ま

す
。
空
き
家
は
本
来
、
所
有

者
の
自
己
責
任
に
お
い
て
管

理
・
解
決
し
て
い
く
の
が
大

資源の有効利用とリサイクルの推進に努めましょう 8
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（単位：円）

区 分 収 入 支 出 損益収支

３条（収益的） 137,747,788 121,187,423 16,560,365

４条（資本的） 47,496,040 87,915,761 △ 40,419,721

平成28年度水道事業会計決算表

資本的収入が資本的支出に対して不足する40,419,721円は、
過年度損益勘定留保資金で補填されています。

表－⑪ 年間有収率（％）

年 度 24 25 26 27 28

有収率 92.54 92.44 91.46 89.13 90.73

表ー⑫ 滞納明細（万円）

年 度 24 25 26 27 28

滞納者数 14 19 22 32 39

金 額 49 60 63 80 125

水道決算意見書に関わる表

議 案 議決の結果 表 決

一般会計歳入歳出決算認定 認 定 全員賛成

国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 認 定 全員賛成

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 認 定 全員賛成

介護保険特別会計歳入歳出決算認定 認 定 全員賛成

特定環境保全公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 認 定 全員賛成

農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定 認 定 全員賛成

水道事業会計歳入歳出決算認定 認 定 全員賛成

可茂広域行政事務組合一般会計歳入歳出決算認定 認 定 全員賛成

平成28年度 一般会計・特別会計等歳入歳出決算認定審議結果



前
提
で
は
あ
り
ま
す
が
、
経

済
的
負
担
や
遠
方
に
居
住
な

ど
の
理
由
か
ら
所
有
者
一
任

だ
け
で
は
な
か
な
か
解
決
に

つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し

た
中
、
平
成
二
十
七
年
度
に

は
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法

が
施
行
さ
れ
、
国
の
空
き
家

対
策
の
基
本
方
針
が
示
さ
れ
、

本
町
に
お
い
て
は
空
き
家
対

策
の
取
り
組
み
と
し
て
、
平

成
二
十
八
年
度
か
ら
空
き
家

の
調
査
を
開
始
し
、
今
年
度

に
お
い
て
は
空
家
等
対
策
協

議
会
を
設
置
し
、
空
家
等
対

策
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

協
議
会
は
町
長
の
諮
問
機

関
と
し
て
、法
務
・
不
動
産
・

建
築
の
学
識
経
験
者
、
富
加

町
議
会
議
員
及
び
警
察
な
ど

関
係
行
政
機
関
の
職
員
合
わ

せ
て
計
八
人
の
委
員
で
構
成

さ
れ
、
計
画
案
に
つ
い
て
意

見
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。今
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
し
て
は
、
第
一
回
目
の

会
議
を
九
月
下
旬
に
予
定
し
、

年
度
内
に
は
、
計
画
を
完
成

さ
せ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
ご
質
問
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
空
家
対
策
計
画

の
内
容
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

計
画
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は

空
家
特
措
法
に
従
い
、
基
本

方
針
、
計
画
期
間
、
調
査
関

連
事
項
、
空
き
家
の
適
切
管

理
促
進
、
活
用
促
進
、
特
定

空
き
家
等
対
処
、
相
談
体
制

及
び
実
施
体
制
な
ど
を
定
め

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
本
計
画
の
要
点

＝
ポ
イ
ン
ト
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
活
用
促
進
事
項
で
あ
る

空
き
家
及
び
そ
の
跡
地
の
活

用
方
策
に
あ
る
の
で
は
と
考

え
ま
す
。
そ
の
部
分
に
お
い

て
、
議
員
ご
質
問
要
旨
に
あ

り
ま
す
よ
う
に
富
加
町
の
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
な
部
分
が

見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
考

え
ま
す
。
特
に
、
空
き
家
バ

ン
ク
の
創
設
に
関
し
て
は
空

き
家
解
消
の
た
め
の
重
要
な

方
策
と
認
識
し
、
計
画
に
盛

り
込
む
べ
き
事
項
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
と

合
わ
せ
て
、
町
内
へ
の
移

住
・
定
住
者
を
対
象
に
空
き

家
貸
与
や
リ
フ
ォ
ー
ム
・
除

去
費
に
対
す
る
補
助
制
度
創

設
の
可
能
性
の
検
討
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
バ
ン
ク
及
び
補

助
制
度
に
関
し
て
は
、
官
民

連
携
の
取
り
組
み
や
財
政
面

な
ど
、
十
分
な
議
論
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

空
き
家
対
策
計
画
の
性
質

や
空
き
家
物
件
の
現
状
か
ら

す
る
と
、
議
員
が
期
待
さ
れ

ま
す
よ
う
な
斬
新
な
ア
イ
デ

ア
は
、
現
段
階
で
は
想
定
で

き
ま
せ
ん
が
、
近
隣
を
は
じ

め
他
市
町
村
の
取
り
組
み
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
今
後
の

作
業
の
中
で
十
分
留
意
し
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、

空
き
家
の
不
安
解
消
と
良
好

な
生
活
環
境
保
全
を
目
的
に
、

空
き
家
解
消
に
向
け
た
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
取
り
組
み

を
計
画
と
し
て
策
定
し
、
確

実
に
継
続
し
て
行
う
こ
と
は
、

富
加
町
の
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
や
定
住
施
策
の
一
環

と
し
て
欠
く
こ
と
の
出
来
な

い
も
の
と
認
識
し
、
し
っ
か

り
と
推
進
し
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

町
民
ま
つ
り
文

化
部
門
の
活
性
化
に

つ
い
て

【
木
村

康
夫
議
員
】

芸
術
・
創
作
活
動
（
文
化

活
動
）
は
個
人
の
「
心
の
豊

か
さ
・
生
き
が
い
」
を
も
た

ら
し
、
町
の
個
性
・
差
別
化

を
可
能
と
し
、
情
報
発
信
を

促
す
。
地
方
創
生
の
基
盤
に

な
る
と
考
え
る
。
町
民
ま
つ

り
文
化
部
門
の
活
性
化
は
町

内
の
文
化
活
動
の
成
果
評
価

と
し
て
有
効
で
あ
り
、
重
要

と
の
観
点
か
ら
二
点
質
問
し

ま
す

①
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
展
示
棚
一

般
開
放
は
、
愛
好
家
の
作
品

発
表
の
場
と
し
て
有
意
義
で

あ
り
、
人
材
・
作
品
発
掘
が

期
待
で
き
る
。
今
後
の
さ
ら

な
る
展
開
は
あ
る
の
か
？

タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
展
示
棚
、
ど

う
だ
ん
、
資
料
館
展
示
室
等

は
町
民
の
目
に
触
れ
に
く
い

と
思
う
が
、
目
に
止
ま
り
や

す
い
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
設

置
は
で
き
な
い
か
？

②
町
民
ま
つ
り
文
化
部
門
は

マ
ン
ネ
リ
感
が
あ
る
。
変
化

あ
る
企
画
、
質
の
高
い
作
品

の
展
示
が
必
用
と
思
う
が
、

改
善
の
余
地
は
な
い
か
？
タ

ウ
ン
ホ
ー
ル
一
般
展
示
と
町

民
ま
つ
り
と
の
連
携
の
企
画

が
有
効
と
考
え
る
が
い
か
が

か
？

【
澤
野
教
育
課
長
】

は
じ
め
に
、
①
「
タ
ウ
ン

ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
の
展
示
ケ
ー

ス
一
般
開
放
の
今
後
の
展
開

及
び
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
設

置
」
に
つ
い
て
お
答
え
い
た

し
ま
す
。

タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
の

展
示
ケ
ー
ス
は
、従
来
、サ
ー

ク
ル
活
動
で
製
作
さ
れ
た
作

品
を
三
ヶ
月
ほ
ど
の
期
間
を

設
け
て
展
示
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
町
民
の

方
々
か
ら
の
ご
要
望
に
応
え

て
、
展
示
ケ
ー
ス
を
一
般
開

放
し
、
個
人
等
の
作
品
を
一

定
期
間
、
順
に
展
示
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
現
在
、

展
示
希
望
者
が
多
く
、
平
成

三
十
年
七
月
中
旬
ま
で
、
六

名
、
二
団
体
が
予
約
さ
れ
て

い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
、「
順
番
待
ち
の
解

消
を
図
る
必
要
が
あ
る
」
こ

と
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、
限

ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
と
展
示
期

間
を
一
定
期
間
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
状
況
を
見
な
が
ら
今

後
の
方
策
等
を
判
断
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

さ
ら
な
る
展
開
に
つ
き
ま
し

て
も
、
一
般
開
放
を
今
年
度

四
月
か
ら
始
め
た
ば
か
り
で

す
の
で
、
利
用
者
や
来
場
者

の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
活
用

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、「
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
設
置
」
に
つ
い
て
の
ご
質

問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
、

教
育
委
員
会
で
は
、
タ
ウ
ン

ホ
ー
ル
と
郷
土
資
料
館
の
既

存
二
施
設
で
、
展
示
を
行
っ

て
お
り
、
郷
土
資
料
館
で
は
、

主
に
郷
土
の
歴
史
的
・
文
化

的
資
料
を
常
設
コ
ー
ナ
ー
と

テ
ー
マ
を
絞
っ
た
企
画
展
に

分
け
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
で
は
、

展
示
ケ
ー
ス
の
一
般
開
放
の

ほ
か
、
自
主
サ
ー
ク
ル
活
動

や
保
育
園
児
等
の
作
品
を
定
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富
加
町
の
保
険
税
は
、
県

内
四
十
二
市
町
村
中
三
十
九

番
目
の
低
い
保
険
税
で
運
営

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
医
療

費
が
年
々
増
加
し
、
基
金
も

底
を
つ
き
、
厳
し
い
財
政
状

況
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平

成
二
十
七
年
度
に
皆
様
の
ご

理
解
の
も
と
、
平
成
三
十
年

度
か
ら
の
国
保
改
革
も
見
据

え
た
引
き
上
げ
を
行
い
ま
し

た
。
現
在
の
収
支
は
、
厳
し

い
な
が
ら
も
均
衡
が
と
れ
て

お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
ご
質
問
の
富
加

町
の
保
険
税
率
の
見
通
し
に

つ
い
て
で
す
が
、
現
在
の
保

険
税
率
、
医
療
費
水
準
、
所

得
水
準
を
総
合
的
に
判
断
す

る
と
県
内
の
平
均
的
な
水
準

に
あ
り
、
ま
た
、
平
成
三
十

年
度
か
ら
追
加
の
国
費
負
担

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
富
加
町

と
し
て
は
保
険
税
率
を
引
き

上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
に
は
な
ら
な
い
と
推
測
し

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
保
険

税
率
の
引
き
上
げ
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
の
被
保
険
者
の

負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
基

金
も
無
い
中
一
時
的
に
基
金

に
頼
る
こ
と
も
で
き
な
い
状

況
で
す
。
ま
た
、
今
回
の
国

保
改
革
で
は
決
算
補
て
ん
等

を
目
的
と
す
る
一
般
会
計
繰

入
に
よ
る
赤
字
補
て
ん
を
計

画
的
・
段
階
的
に
解
消
、
削

減
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
は
難
し
い
と
考
え
ま

す
が
、
収
納
率
の
向
上
や
保

健
事
業
等
の
医
療
費
適
正
化

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
負
担

軽
減
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
国
保
事
業
費
納
付

金
等
の
算
定
結
果
を
踏
ま
え

て
、
町
の
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
及
び
議
会
の
皆
さ

ん
に
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら

保
険
税
率
を
決
定
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す

板
津
町
政
へ
の
私

な
り
の
評
価
と
要
望

【
梅
村

和
芳
議
員
】

私
は
、
二
〇
一
二
年
の
町

長
選
挙
で
板
津
（
現
）
町
長

に
敗
北
を
喫
し
ま
し
た
。
板

津
町
長
と
は
、
長
く
議
員
と

し
て
ご
一
緒
し
ま
し
た
が
、

た
だ
、
そ
の
日
本
会
議
的
な

政
治
理
念
が
私
と
は
大
き
く

異
な
る
故
に
、
早
く
か
ら
名

乗
り
を
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
、

そ
れ
を
黙
認
す
る
事
が
出
来

ず
、
私
は
戦
う
事
を
決
意
し

た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
の
三
年
間
の
浪
人
、

議
員
復
帰
を
含
め
て
板
津
町

政
を
眺
め
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
が
、
日
本
会
議
的
な
政

治
理
念
は
封
印
し
な
が
ら
、

町
民
全
体
へ
の
奉
仕
者
と
し

て
業
務
に
専
念
頂
い
て
い
る

よ
う
で
あ
り
、
中
々
の
も
の

だ
と
見
直
し
て
も
い
る
昨
今

で
、
あ
の
町
民
の
選
択
は
正

し
か
っ
た
と
私
な
り
に
納
得

し
て
い
る
現
状
で
す
。
特
に

子
育
て
世
代
に
対
す
る
配
慮
、

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

（
ゆ
る
キ
ャ
ラ
）
の
「
と
み
ぱ

ん
」
な
ど
は
私
の
予
想
と
は

裏
腹
に
、
成
功
の
一
つ
に
も

上
げ
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ら
全
体
が
功
を
そ
う
し

て
、
こ
れ
と
い
っ
て
特
徴
の

な
い
町
で
あ
り
な
が
ら
も
、

人
口
減
を
食
い
止
め
て
い
る

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
も
う
一
つ
欲
を
言

わ
し
て
頂
け
ば
、
子
育
て
世

代
に
対
す
る
支
援
だ
け
で
な

く
、
高
齢
者
に
対
す
る
今
一

歩
進
ん
だ
支
援
策
を
考
え
て

頂
く
と
尚
い
っ
そ
う
、「
住

ん
で
良
か
っ
た
町
づ
く
り
」

に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。
国

を
含
め
て
子
育
て
世
代
支
援

は
充
実
を
図
ら
れ
て
い
る
も

の
の
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は

益
々
生
活
し
づ
ら
い
世
の
中

に
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
か

つ
て
の
姥
捨
山
を
も
想
起
さ

せ
、「
長
生
き
し
て
良
か
っ

た
」
と
思
え
る
時
代
で
は
な

い
よ
う
で
す
。
今
は
、「
親

の
生
活
を
看
る
の
は
子
供
の

当
然
の
義
務
」
と
い
っ
た
時

代
で
も
な
く
、
余
計
に
高
齢

者
に
と
っ
て
は
大
変
な
時
代

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
、
如
何
な
る
政
策
が
今

必
要
な
の
か
は
私
に
も
良
く

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
何
ら
か

の
方
策
を
喫
緊
の
課
題
と
し

て
、
行
政
も
位
置
づ
け
る
必

要
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
高
齢
者
福
祉
の
有
り

よ
う
を
含
め
て
、
町
長
の
ご

所
見
を
承
り
た
く
思
い
ま
す
。

【
板
津
町
長
】

私
に
と
っ
て
大
変
良
い
評

価
を
し
て
頂
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

梅
村
議
員
の
過
去
の
一
般

質
問
於
い
て
は
、
国
政
に
関

す
る
件
・
憲
法
問
題
つ
い

て
・
核
に
関
す
る
問
題
、
そ

し
て
富
加
町
の
施
策
全
般
に

関
す
る
質
問
を
頂
い
て
お
り

ま
す
。
い
ず
れ
の
質
問
に
つ

き
ま
し
て
も
、
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
、
私
の
政
治
信
条
や

町
政
運
営
に
関
し
て
否
定
的

な
考
え
方
の
質
問
と
感
じ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
の
質
問

で
は
大
変
良
い
評
価
を
し
て

頂
き
、
私
と
し
て
は
少
し
戸

惑
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、

ベ
テ
ラ
ン
議
員
か
ら
の
高
い

評
価
を
頂
い
た
と
感
じ
、
心

か
ら
嬉
し
い
気
持
を
表
明
さ

せ
て
頂
き
、
真
摯
に
答
弁
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
ず
、
最
初
に
お
断
り
し

て
お
き
ま
す
が
、
日
本
会
議

的
な
政
治
理
念
を
私
が
持
っ

て
い
る
か
の
様
な
表
現
を
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
私
の
町
長

と
し
て
の
信
念
は
中
道
と
し

か
言
い
よ
う
が
な
く
、
町
民

の
皆
様
と
町
益
を
第
一
に
公

平
・
平
等
を
旨
と
し
て
町
政

運
営
に
当
た
っ
て
き
て
い
る

こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
福
祉
の
施
策
に
つ

い
て
は
、
こ
の
後
担
当
課
長

か
ら
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す

が
、
私
は
国
の
施
策
と
し
て

は
高
齢
者
支
援
に
金
額
ベ
ー

ス
で
多
く
を
割
い
て
お
り
、

も
う
少
し
、
明
日
の
日
本
を

担
う
で
あ
ろ
う
若
者
や
子
供

達
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
生

ま
れ
て
く
る
子
供
達
の
為
の

子
育
て
支
援
策
に
充
て
る
べ

き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
一

方
、
富
加
町
に
於
い
て
は
、

子
育
て
支
援
策
と
同
様
に
高

齢
者
支
援
も
分
け
隔
て
な
く

実
施
し
て
き
て
お
り
、
小
さ

な
富
加
町
で
は
あ
り
ま
す
が
、

現
在
県
下
最
低
の
介
護
保
険

料
の
設
定
等
、
富
加
町
の
可

能
な
限
り
の
充
実
し
た
高
齢

者
福
祉
施
策
を
展
開
し
て
い

る
つ
も
り
で
す
。

【
福
田
福
祉
保
健
課
長
】

高
齢
者
福
祉
施
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
や
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
支
援
、

介
護
予
防
拠
点
ど
う
だ
ん
に
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期
的
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
教
育
委
員
会
が
管

理
す
る
施
設
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
が
、
こ
の
他
に
も
町
の

指
定
管
理
施
設
と
し
て
管
理

を
委
託
し
、
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
ど

う
だ
ん
」
と
「
道
の
駅
半
布

里
の
郷
と
み
か
」
の
施
設
内

に
お
い
て
も
写
真
等
の
展
示

が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

｢人
の
目
に
つ
く
場
所
に

新
た
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
設
置

で
き
な
い
か
」
と
の
ご
意
見

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
新
設
に
は
、
場
所
の

確
保
と
建
設
費
等
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆

様
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お

伺
い
し
な
が
ら
、
今
後
の
方

向
性
を
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

次
に
、
②
「
町
民
ま
つ
り

の
文
化
部
門
に
マ
ン
ネ
リ
感

が
あ
り
、
変
化
あ
る
企
画
と

質
の
高
い
作
品
展
示
が
必
要

と
思
う
が
、
改
善
の
余
地
は

な
い
か
。」「
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル

ロ
ビ
ー
の
展
示
ケ
ー
ス
一
般

開
放
と
町
民
ま
つ
り
と
の
連

携
の
企
画
が
有
効
で
は
な
い

か
。」
と
の
ご
質
問
と
ご
意

見
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

町
民
ま
つ
り
文
化
部
門
の
展

示
に
つ
い
て
は
、
タ
ウ
ン
ホ

ー
ル
二
階
の
ロ
ビ
ー
及
び
小

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
主
に
各

種
文
化
団
体
や
公
民
館
講
座
、

家
庭
教
育
学
級
の
皆
さ
ん
の

活
動
の
成
果
の
発
表
の
場
と

し
て
、
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は

小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
公
民

館
講
座
後
の
自
主
サ
ー
ク
ル

の
皆
さ
ん
が
、
活
動
の
成
果

を
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
き
る
場

を
開
催
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。年

間
を
通
し
た
通
常
の
ロ

ビ
ー
展
示
も
含
め
て
、
町
民

ま
つ
り
に
お
け
る
展
示
や
発

表
に
つ
い
て
は
募
集
に
よ
る

応
募
に
よ
り
、
ご
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
応
募
さ

れ
る
方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

展
示
場
所
や
期
間
、
管
理
の

方
法
な
ど
好
み
に
あ
っ
た
も

の
を
選
択
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
今
後
も
こ
の

よ
う
な
選
択
肢
は
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
た
び
タ
ウ
ン

ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
の
展
示
ケ
ー

ス
一
般
開
放
と
町
民
ま
つ
り

と
の
連
携
の
企
画
に
つ
い
て
、

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス

で
ど
こ
ま
で
皆
さ
ん
の
ご
要

望
に
お
応
え
で
き
る
か
検
討

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ま

し
て
も
、
少
し
ず
つ
で
も
新

し
い
変
化
あ
る
企
画
を
取
り

入
れ
、
町
民
の
皆
様
が
よ
り

い
っ
そ
う
文
化
活
動
に
興
味

を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
場
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

今
後
の
国
保
料

金
の
見
通
し
に
つ
い

て
【
梅
村

和
芳
議
員
】

消
費
税
を
五
～
八
％
に
上

げ
る
時
、
そ
の
値
上
げ
分
は

福
祉
目
的
税
と
し
て
使
う
と

の
政
府
の
説
明
を
受
け
て
、

多
く
の
国
民
は
納
得
い
た
し

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
に

は
、
法
人
税
引
き
下
げ
に
よ

る
穴
埋
め
的
に
も
使
わ
れ
、

全
て
が
福
祉
に
充
て
ら
れ
た

よ
う
で
は
な
く
、
国
民
騙
し

と
言
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
消
費
税

値
上
げ
後
に
於
い
て
も
、
本

当
に
貰
え
る
の
か
ど
う
か
も

分
か
ら
な
い
年
金
の
掛
け
金

は
年
々
上
が
り
、
介
護
保
険

料
、
健
康
保
険
料
も
上
が
る

ば
か
り
で
、
特
に
年
金
額
が

徐
々
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
中
、

介
護
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ

る
年
金
受
給
高
齢
者
に
と
っ

て
は
、
益
々
生
活
が
苦
し
く

な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
安

倍
政
権
と
な
っ
て
、
防
衛
費

だ
け
が
増
え
、
消
費
税
値
上

げ
に
も
か
か
わ
ら
ず
福
祉
は

後
退
し
て
い
る
の
が
実
情
で

あ
り
、
も
っ
と
国
民
は
怒
っ

て
も
よ
い
よ
う
に
私
は
感
じ

て
い
ま
す
。

さ
て
、
来
年
四
月
か
ら
国

保
の
運
営
主
体
が
市
区
町
村

か
ら
都
道
府
県
に
移
る
変
更

に
伴
い
、
市
区
町
村
の
三
十

五
％
は
来
年
度
、
加
入
者
が

支
払
う
保
険
料
が
上
が
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
富
加

町
は
ど
う
な
る
の
か
、
ま
た
、

値
上
げ
に
な
っ
た
場
合
は
、

国
保
加
入
者
の
負
担
を
減
ら

す
べ
く
手
立
て
を
お
考
え
な

の
か
ど
う
か
も
併
せ
て
お
聞

か
せ
願
い
ま
す
。

【
大
竹
住
民
課
長
】

平
成
三
十
年
度
か
ら
の
国

民
健
康
保
険
制
度
は
、
都
道

府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主

体
と
な
り
、
安
定
的
な
財
政

運
営
と
効
率
的
な
事
業
の
確

保
等
、
国
保
運
営
の
中
心
的

な
役
割
を
担
い
、
一
方
市
町

村
は
、
資
格
管
理
、
保
険
給

付
、
保
険
税
率
の
決
定
、
賦

課
・
徴
収
、
保
健
事
業
等
の

き
め
細
か
い
事
業
を
引
き
続

き
担
う
こ
と
に
な
り
、
市
町

村
と
都
道
府
県
と
の
共
同
運

営
と
な
り
ま
す
。

新
た
な
国
保
財
政
の
仕
組

み
は
、
市
町
村
が
国
保
事
業

費
納
付
金
を
都
道
府
県
に
納

付
し
、
保
険
給
付
に
必
要
な

費
用
を
全
額
、
都
道
府
県
か

ら
市
町
村
へ
交
付
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
市
町
村
は
、

国
保
事
業
費
納
付
金
を
納
付

す
る
た
め
に
、
引
き
続
き
交

付
さ
れ
る
保
険
基
盤
安
定
負

担
金
等
の
市
町
村
向
け
の
公

費
に
保
険
税
を
足
し
て
、
納

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

現
在
、
岐
阜
県
で
は
市
町
村

ご
と
の
被
保
険
者
数
、
所
得

水
準
、
医
療
費
水
準
等
を
反

映
し
た
各
市
町
村
の
納
付
金

額
の
試
算
を
行
っ
て
お
り
、

九
月
中
に
は
試
算
結
果
が
示

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

県
内
の
十
七
市
町
村
の
担
当

課
長
を
代
表
者
と
し
て
組
織

さ
れ
て
い
る
「
岐
阜
県
国
民

健
康
保
険
対
策
改
革
検
討

会
」
等
に
於
い
て
算
定
方
法

等
を
協
議
し
、
そ
の
後
、
県

が
組
織
す
る
「
岐
阜
県
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
」
で

決
定
さ
れ
、
平
成
三
十
年
一

月
に
正
式
に
通
知
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

合
わ
せ
て
標
準
保
険
税
率
も

算
定
し
示
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
当
面

は
、
各
市
町
村
が
標
準
保
険

税
率
を
参
考
に
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
独
自
に
保
険
税

率
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
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富
加
町
の
保
険
税
は
、
県

内
四
十
二
市
町
村
中
三
十
九

番
目
の
低
い
保
険
税
で
運
営

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
医
療

費
が
年
々
増
加
し
、
基
金
も

底
を
つ
き
、
厳
し
い
財
政
状

況
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平

成
二
十
七
年
度
に
皆
様
の
ご

理
解
の
も
と
、
平
成
三
十
年

度
か
ら
の
国
保
改
革
も
見
据

え
た
引
き
上
げ
を
行
い
ま
し

た
。
現
在
の
収
支
は
、
厳
し

い
な
が
ら
も
均
衡
が
と
れ
て

お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
ご
質
問
の
富
加

町
の
保
険
税
率
の
見
通
し
に

つ
い
て
で
す
が
、
現
在
の
保

険
税
率
、
医
療
費
水
準
、
所

得
水
準
を
総
合
的
に
判
断
す

る
と
県
内
の
平
均
的
な
水
準

に
あ
り
、
ま
た
、
平
成
三
十

年
度
か
ら
追
加
の
国
費
負
担

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
富
加
町

と
し
て
は
保
険
税
率
を
引
き

上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
に
は
な
ら
な
い
と
推
測
し

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
保
険

税
率
の
引
き
上
げ
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
の
被
保
険
者
の

負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
基

金
も
無
い
中
一
時
的
に
基
金

に
頼
る
こ
と
も
で
き
な
い
状

況
で
す
。
ま
た
、
今
回
の
国

保
改
革
で
は
決
算
補
て
ん
等

を
目
的
と
す
る
一
般
会
計
繰

入
に
よ
る
赤
字
補
て
ん
を
計

画
的
・
段
階
的
に
解
消
、
削

減
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
は
難
し
い
と
考
え
ま

す
が
、
収
納
率
の
向
上
や
保

健
事
業
等
の
医
療
費
適
正
化

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
負
担

軽
減
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
国
保
事
業
費
納
付

金
等
の
算
定
結
果
を
踏
ま
え

て
、
町
の
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
及
び
議
会
の
皆
さ

ん
に
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら

保
険
税
率
を
決
定
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す

板
津
町
政
へ
の
私

な
り
の
評
価
と
要
望

【
梅
村

和
芳
議
員
】

私
は
、
二
〇
一
二
年
の
町

長
選
挙
で
板
津
（
現
）
町
長

に
敗
北
を
喫
し
ま
し
た
。
板

津
町
長
と
は
、
長
く
議
員
と

し
て
ご
一
緒
し
ま
し
た
が
、

た
だ
、
そ
の
日
本
会
議
的
な

政
治
理
念
が
私
と
は
大
き
く

異
な
る
故
に
、
早
く
か
ら
名

乗
り
を
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
、

そ
れ
を
黙
認
す
る
事
が
出
来

ず
、
私
は
戦
う
事
を
決
意
し

た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
の
三
年
間
の
浪
人
、

議
員
復
帰
を
含
め
て
板
津
町

政
を
眺
め
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
が
、
日
本
会
議
的
な
政

治
理
念
は
封
印
し
な
が
ら
、

町
民
全
体
へ
の
奉
仕
者
と
し

て
業
務
に
専
念
頂
い
て
い
る

よ
う
で
あ
り
、
中
々
の
も
の

だ
と
見
直
し
て
も
い
る
昨
今

で
、
あ
の
町
民
の
選
択
は
正

し
か
っ
た
と
私
な
り
に
納
得

し
て
い
る
現
状
で
す
。
特
に

子
育
て
世
代
に
対
す
る
配
慮
、

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

（
ゆ
る
キ
ャ
ラ
）
の
「
と
み
ぱ

ん
」
な
ど
は
私
の
予
想
と
は

裏
腹
に
、
成
功
の
一
つ
に
も

上
げ
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ら
全
体
が
功
を
そ
う
し

て
、
こ
れ
と
い
っ
て
特
徴
の

な
い
町
で
あ
り
な
が
ら
も
、

人
口
減
を
食
い
止
め
て
い
る

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
も
う
一
つ
欲
を
言

わ
し
て
頂
け
ば
、
子
育
て
世

代
に
対
す
る
支
援
だ
け
で
な

く
、
高
齢
者
に
対
す
る
今
一

歩
進
ん
だ
支
援
策
を
考
え
て

頂
く
と
尚
い
っ
そ
う
、「
住

ん
で
良
か
っ
た
町
づ
く
り
」

に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。
国

を
含
め
て
子
育
て
世
代
支
援

は
充
実
を
図
ら
れ
て
い
る
も

の
の
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は

益
々
生
活
し
づ
ら
い
世
の
中

に
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
か

つ
て
の
姥
捨
山
を
も
想
起
さ

せ
、「
長
生
き
し
て
良
か
っ

た
」
と
思
え
る
時
代
で
は
な

い
よ
う
で
す
。
今
は
、「
親

の
生
活
を
看
る
の
は
子
供
の

当
然
の
義
務
」
と
い
っ
た
時

代
で
も
な
く
、
余
計
に
高
齢

者
に
と
っ
て
は
大
変
な
時
代

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
、
如
何
な
る
政
策
が
今

必
要
な
の
か
は
私
に
も
良
く

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
何
ら
か

の
方
策
を
喫
緊
の
課
題
と
し

て
、
行
政
も
位
置
づ
け
る
必

要
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
高
齢
者
福
祉
の
有
り

よ
う
を
含
め
て
、
町
長
の
ご

所
見
を
承
り
た
く
思
い
ま
す
。

【
板
津
町
長
】

私
に
と
っ
て
大
変
良
い
評

価
を
し
て
頂
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

梅
村
議
員
の
過
去
の
一
般

質
問
於
い
て
は
、
国
政
に
関

す
る
件
・
憲
法
問
題
つ
い

て
・
核
に
関
す
る
問
題
、
そ

し
て
富
加
町
の
施
策
全
般
に

関
す
る
質
問
を
頂
い
て
お
り

ま
す
。
い
ず
れ
の
質
問
に
つ

き
ま
し
て
も
、
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
、
私
の
政
治
信
条
や

町
政
運
営
に
関
し
て
否
定
的

な
考
え
方
の
質
問
と
感
じ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
の
質
問

で
は
大
変
良
い
評
価
を
し
て

頂
き
、
私
と
し
て
は
少
し
戸

惑
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、

ベ
テ
ラ
ン
議
員
か
ら
の
高
い

評
価
を
頂
い
た
と
感
じ
、
心

か
ら
嬉
し
い
気
持
を
表
明
さ

せ
て
頂
き
、
真
摯
に
答
弁
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
ず
、
最
初
に
お
断
り
し

て
お
き
ま
す
が
、
日
本
会
議

的
な
政
治
理
念
を
私
が
持
っ

て
い
る
か
の
様
な
表
現
を
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
私
の
町
長

と
し
て
の
信
念
は
中
道
と
し

か
言
い
よ
う
が
な
く
、
町
民

の
皆
様
と
町
益
を
第
一
に
公

平
・
平
等
を
旨
と
し
て
町
政

運
営
に
当
た
っ
て
き
て
い
る

こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
福
祉
の
施
策
に
つ

い
て
は
、
こ
の
後
担
当
課
長

か
ら
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す

が
、
私
は
国
の
施
策
と
し
て

は
高
齢
者
支
援
に
金
額
ベ
ー

ス
で
多
く
を
割
い
て
お
り
、

も
う
少
し
、
明
日
の
日
本
を

担
う
で
あ
ろ
う
若
者
や
子
供

達
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
生

ま
れ
て
く
る
子
供
達
の
為
の

子
育
て
支
援
策
に
充
て
る
べ

き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
一

方
、
富
加
町
に
於
い
て
は
、

子
育
て
支
援
策
と
同
様
に
高

齢
者
支
援
も
分
け
隔
て
な
く

実
施
し
て
き
て
お
り
、
小
さ

な
富
加
町
で
は
あ
り
ま
す
が
、

現
在
県
下
最
低
の
介
護
保
険

料
の
設
定
等
、
富
加
町
の
可

能
な
限
り
の
充
実
し
た
高
齢

者
福
祉
施
策
を
展
開
し
て
い

る
つ
も
り
で
す
。

【
福
田
福
祉
保
健
課
長
】

高
齢
者
福
祉
施
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
や
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
支
援
、

介
護
予
防
拠
点
ど
う
だ
ん
に
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ば
誰
で
も
飛
ば
す
こ
と
が
出

来
ま
す
。

富
加
町
に
お
い
て
は
、
空

港
や
人
口
が
集
中
す
る
地
区

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
町
内

全
域
で
飛
行
は
可
能
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
、
ド

ロ
ー
ン
は
各
方
面
で
幅
広
く

活
用
さ
れ
て
お
り
、
近
隣
の

市
町
村
で
は
既
に
導
入
さ
れ

て
見
え
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
美
濃
加
茂
市
で
は
、
土

砂
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
で
、

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
現
場
の

情
報
収
集
に
使
用
さ
れ
た
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
定
住
自
立
圏
関
連

で
の
研
修
会
も
開
催
さ
れ
、

そ
の
中
で
ド
ロ
ー
ン
の
紹
介

と
飛
行
の
実
技
が
あ
り
、
町

職
員
も
参
加
し
て
飛
行
の
体

験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
ま
だ
検
証

段
階
で
あ
り
、
具
体
的
な
事

業
化
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
業
関
連
の
対
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
農
薬
散
布
の
他
、

鳥
獣
対
策
と
し
て
、
サ
ル
の

生
息
調
査
や
ワ
ナ
の
見
回
り
、

音
に
よ
る
カ
ワ
ウ
や
サ
ル
の

追
い
払
い
な
ど
、
様
々
な
対

策
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

県
に
お
い
て
も
、
こ
う
し

た
鳥
獣
対
策
の
研
究
会
を
本

年
度
に
立
ち
上
げ
、
現
場
で

の
活
用
の
可
能
性
を
検
討
さ

れ
て
み
え
ま
す
。

こ
の
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に

関
す
る
窓
口
と
し
て
は
、
当

面
は
総
務
課
が
取
り
ま
と
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
活

用
状
況
に
お
い
て
は
対
応
す

る
課
は
変
わ
っ
て
く
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、

今
後
は
、
県
、
近
隣
市
町
の

利
用
状
況
等
を
確
認
し
な
が

ら
、
本
町
に
と
っ
て
有
効
的

に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
け

れ
ば
、
導
入
に
向
け
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

小
学
校
宮
城
研

修
に
つ
い
て

【
井
戸

亨
議
員
】

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一

日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災

に
つ
い
て
「
被
害
の
様
子
や

現
状
に
つ
い
て
知
る
。
被
災

し
た
時
の
人
々
の
思
い
に
触

れ
る
。
命
の
大
切
さ
や
人
々

の
絆
の
深
さ
を
感
じ
、
今
後

の
自
分
の
生
活
に
生
か
す
。」

を
目
的
に
、
現
在
、
富
加
小

学
校
で
は
「
教
育
夢
プ
ラ
ン

特
色
あ
る
教
育
活
動
推
進
事

業
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

宮
城
県
に
実
際
に
行
き
、
一

万
五
千
八
百
九
十
四
人
の
命

が
奪
わ
れ
、
今
な
お
二
千
五

百
六
十
二
人
の
行
方
不
明
者

が
あ
る
実
態
を
目
で
見
、
そ

し
て
体
験
者
か
ら
声
を
聞
く

こ
と
に
よ
り
、
教
室
の
中
の

授
業
で
は
得
る
こ
と
の
で
き

な
い
勉
強
を
し
て
き
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
富
加
小
学
校
で

は
英
語
教
育
の
特
区
と
し
て

文
科
省
よ
り
認
め
ら
れ
、
三

十
年
度
か
ら
は
現
在
の
英
語

教
育
の
授
業
が
、
数
時
間
さ

ら
に
増
え
る
と
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編

成
上
ど
の
よ
う
に
そ
の
時
間

を
作
ら
れ
る
の
か
。
負
担
加

重
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て

お
り
ま
す
。

被
災
地
の
復
興
は
道
半
ば

で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
研

修
を
各
自
個
人
の
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、

一
旦
打
ち
切
る
と
い
う
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

が
い
か
が
で
し
ょ
う
。

【
粥
川
教
育
長
】

富
加
小
学
校
で
は
、
毎
月

十
一
日
を
絆
の
日
と
定
め
、

自
分
や
仲
間
の
か
け
が
え
の

な
い
命
の
大
切
さ
、
人
と
の

つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
考
え
、

学
ぶ
た
め
の
取
り
組
み
を
続

け
て
い
ま
す
。

宮
城
研
修
は
、
絆
学
習
の

一
環
と
し
て
「
教
育
夢
プ
ラ

ン
特
色
あ
る
教
育
活
動
推
進

事
業
」
に
組
み
入
れ
、
平
成

二
十
五
年
度
か
ら
六
年
生
を

対
象
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

被
災
地
で
は
復
興
が
進
み
、

現
地
で
の
研
修
効
果
が
期
待

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
懸
念
も
あ
り
ま
し
た

が
、
旧
大
川
小
学
校
と
旧
荒

浜
小
学
校
が
震
災
遺
構
と
し

て
保
存
さ
れ
て
お
り
、
今
年

の
研
修
で
も
十
分
に
そ
の
目

的
が
達
成
で
き
ま
し
た
の
で
、

来
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、

教
育
委
員
会
や
学
校
の
ご
意

見
も
伺
い
、
継
続
し
て
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で

す
。し

か
し
、
ご
質
問
の
と
お

り
、
富
加
小
学
校
で
は
英
語

科
を
実
施
す
る
教
育
課
程
特

例
校
の
指
定
を
受
け
、
二
十

八
年
度
か
ら
全
学
年
で
英
語

科
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

平
成
三
十
二
年
度
か
ら
の
英

語
科
本
格
実
施
に
向
け
、
来

年
度
か
ら
の
二
年
間
は
移
行

期
間
と
し
て
三
年
生
以
上
は

今
よ
り
授
業
時
間
が
増
え
て

参
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
六

年
生
に
お
い
て
は
増
加
す
る

英
語
の
授
業
時
間
を
確
保
す

る
た
め
、
宮
城
研
修
を
教
育

課
程
の
総
合
的
な
学
習
の
時

間
か
ら
外
す
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。
来
年
度
は
宮
城
研

修
を
学
校
休
業
日
で
あ
る
夏

休
み
の
早
い
時
期
に
希
望
制
、

自
由
参
加
の
事
業
と
し
て
実

施
し
、
教
育
委
員
会
事
務
局

が
主
体
的
に
関
わ
る
方
向
で

調
整
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、

現
地
を
訪
れ
、
実
際
に
地
震

に
よ
り
被
災
し
た
方
か
ら
お

話
を
聞
く
と
言
う
こ
と
は
、

自
分
自
身
や
回
り
の
人
た
ち

の
命
、
絆
の
大
切
さ
、
思
い

や
り
の
心
を
育
て
る
上
で
か

け
が
え
の
な
い
経
験
に
な
り

ま
す
の
で
、
十
二
月
の
保
護

者
懇
談
会
で
新
六
年
生
へ
の

説
明
を
行
い
、
理
解
を
得
な

が
ら
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
供
会
キ
ャ
ン

プ
に
つ
い
て

【
井
戸

亨
議
員
】

町
内
に
は
現
在
十
七
の
子

供
会
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
子

供
会
は
地
域
の
連
帯
を
育
て

校
外
に
お
け
る
様
々
な
遊
び

を
通
し
、
子
供
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
目
的
と
し
て
い
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お
け
る
異
世
代
交
流
事
業
、

い
き
い
き
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ

ラ
ザ
に
お
け
る
介
護
予
防
運

動
、
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
料
金
の
助
成
、
高
齢
者

世
帯
へ
の
見
守
り
を
兼
ね
た

配
食
サ
ー
ビ
ス
、
運
転
免
許

証
自
主
返
納
支
援
な
ど
の
事

業
に
加
え
て
、
第
六
期
介
護

保
険
計
画
に
お
け
る
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
整
備
な
ど

様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
高

齢
者
に
対
す
る
福
祉
施
策
を

充
実
し
て
い
く
こ
と
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
が
、
今
議
会

で
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
高

齢
者
活
動
セ
ン
タ
ー
の
利
用

方
法
拡
充
に
関
す
る
ご
提
案

に
つ
い
て
も
、
そ
の
一
環
で

あ
る
こ
と
は
申
し
上
げ
る
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
現
在
、
第
七
期
介

護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
の
策
定
作
業

を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
基
礎
資
料
と
し
て
、
高
齢

者
の
日
常
生
活
の
実
態
や
健

康
状
態
、
介
護
保
険
制
度
に

対
す
る
意
見
・
要
望
等
を
把

握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
中
で
は
、
地
域
で

の
見
守
り
活
動
や
外
出
支
援

の
充
実
を
求
め
る
方
が
多
数

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
、

高
齢
者
の
ご
意
見
に
も
十
分

耳
を
傾
け
な
が
ら
、
今
後
の

高
齢
者
福
祉
施
策
を
検
討
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

町
内
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
管
理
に
つ
い
て

【
渡
邉

圭
太
議
員
】

富
加
町
に
は
ス
ポ
ー
ツ
が

で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
半

布
ヶ
丘
公
園
･双
葉
中
学
校
･

富
加
小
学
校
の
三
カ
所
に
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
管
理
は
ど
の
よ
う
に
な

さ
れ
て
い
る
の
か
お
伺
い
し

ま
す
。
小
中
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
関
し
て
言
え
ば
、
先

生
方
や
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
の

方
が
清
掃
作
業
を
さ
れ
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
よ
る
環
境
整
備
活
動

が
あ
り
ま
す
が
、
ト
ラ
ッ
ク

周
辺
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
隅
に

か
け
て
雑
草
が
茂
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
子
供
た
ち

が
気
持
ち
よ
く
活
動
す
る
う

え
で
の
支
障
を
き
た
さ
な
い

管
理
体
制
は
と
ら
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

【
澤
野
教
育
課
長
】

社
会
教
育
施
設
と
し
て
設

置
し
た
半
布
ヶ
丘
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
学
校
教
育
施
設
と

し
て
設
置
し
て
い
る
小
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
管
理

の
方
法
が
若
干
異
な
り
ま
す
。

半
布
ヶ
丘
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
教
育
委
員
会
事
務
局
で

直
接
管
理
し
、
小
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
学
校
の
校
庭
の

一
部
で
あ
り
、
児
童
の
運
動

場
と
し
て
学
校
が
管
理
し
て

い
ま
す
。

半
布
ヶ
丘
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

冬
期
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
締
め

堅
め
に
塩
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

を
播
き
、
春
か
ら
夏
に
か
け

て
は
、
必
要
に
応
じ
て
随
時

除
草
剤
を
散
布
す
る
な
ど
適

正
な
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
学
校

の
運
動
場
は
児
童
が
普
段
か

ら
体
育
の
授
業
等
で
使
用
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
除
草
剤

な
ど
の
薬
品
を
使
っ
て
の
管

理
は
原
則
行
っ
て
お
ら
ず
、

草
引
き
等
の
日
常
の
管
理
を

教
職
員
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
が
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
ほ
か
、
学
校

の
運
動
場
を
練
習
の
場
と
し

て
活
動
さ
れ
て
み
え
ま
す
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部
の
皆

さ
ん
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん

に
よ
る
環
境
整
備
活
動
の
中

で
も
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し

て
除
草
作
業
は
、
随
時
行
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す

の
で
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
渡
邉
議
員
か

ら
は
、「
子
ど
も
達
が
気
持

ち
よ
く
活
動
す
る
う
え
で
支

障
を
き
た
さ
な
い
管
理
は
な

さ
れ
て
い
る
か
」
と
の
質
問

で
あ
り
ま
す
が
、
管
理
主
体

で
あ
る
学
校
と
し
て
は
、
校

庭
内
隅
々
ま
で
、
除
草
等
の

管
理
が
な
か
な
か
行
き
届
か

な
い
場
合
が
時
に
は
ご
ざ
い

ま
す
。
と
り
わ
け
今
年
の
夏

は
、
例
年
よ
り
雨
が
多
く
、

草
が
生
え
る
好
条
件
が
揃
っ

た
こ
と
か
ら
、
特
に
除
草
作

業
が
追
い
つ
か
な
い
状
況
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

学
校
施
設
は
可
能
な
限
り

学
校
で
管
理
す
る
こ
と
に
変

わ
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
で
も
行
事
等
に
支
障
を

き
た
す
恐
れ
が
あ
る
場
合
や
、

除
草
が
追
い
つ
か
な
い
場
合

は
、
学
校
と
連
携
を
取
る
中

で
状
況
を
見
極
め
、
予
算
の

範
囲
内
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
別
途
業
務
委
託
す

る
等
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
の
活
用

【
渡
邉

圭
太
議
員
】

様
々
な
活
用
が
可
能
な
ド

ロ
ー
ン
で
す
が
、
現
在
、
富

加
町
上
空
に
ド
ロ
ー
ン
を
飛

ば
そ
う
と
し
た
と
き
に
規
制

さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
空
撮
用
途
に
限

ら
ず
、
農
薬
散
布
な
ど
で
の

農
業
に
お
け
る
活
用
、防
犯
･

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
災
害
時
に

活
用
、
カ
ラ
ス
や
サ
ル
の
追

い
払
い
な
ど
有
害
鳥
獣
対
策

と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、
今

後
、
富
加
町
に
お
い
て
も
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
い
く
考

え
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

た
い
と
申
し
出
が
あ
っ
た
と

き
、
自
治
体
と
し
て
の
窓
口

は
あ
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

【
河
合
総
務
課
長
】

ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
に
関
す

る
規
制
に
つ
い
て
は
、
航
空

法
に
よ
る
制
限
が
あ
り
、
空

港
等
の
周
辺
の
上
空
の
空
域
、

人
口
が
集
中
す
る
地
区
の
上

空
、
高
さ
百
五
十
ｍ
以
上
の

空
域
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

以
外
の
空
域
に
つ
い
て
は
飛

行
が
可
能
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
操
作
方
法
に
つ
い

て
は
、
夜
間
の
飛
行
、
イ
ベ

ン
ト
関
連
の
上
空
、
危
険
物

の
輸
送
、
人
や
車
輌
等
か
ら

の
距
離
が
三
十
ｍ
未
満
に
な

ら
な
い
こ
と
な
ど
の
条
件
が

整
え
ば
飛
ば
す
こ
と
が
出
来

ま
す
し
、
操
縦
に
関
す
る
免

許
制
度
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

あ
る
程
度
の
講
習
を
受
け
れ
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ば
誰
で
も
飛
ば
す
こ
と
が
出

来
ま
す
。

富
加
町
に
お
い
て
は
、
空

港
や
人
口
が
集
中
す
る
地
区

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
町
内

全
域
で
飛
行
は
可
能
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
、
ド

ロ
ー
ン
は
各
方
面
で
幅
広
く

活
用
さ
れ
て
お
り
、
近
隣
の

市
町
村
で
は
既
に
導
入
さ
れ

て
見
え
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
美
濃
加
茂
市
で
は
、
土

砂
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
で
、

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
現
場
の

情
報
収
集
に
使
用
さ
れ
た
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
定
住
自
立
圏
関
連

で
の
研
修
会
も
開
催
さ
れ
、

そ
の
中
で
ド
ロ
ー
ン
の
紹
介

と
飛
行
の
実
技
が
あ
り
、
町

職
員
も
参
加
し
て
飛
行
の
体

験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
ま
だ
検
証

段
階
で
あ
り
、
具
体
的
な
事

業
化
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
業
関
連
の
対
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
農
薬
散
布
の
他
、

鳥
獣
対
策
と
し
て
、
サ
ル
の

生
息
調
査
や
ワ
ナ
の
見
回
り
、

音
に
よ
る
カ
ワ
ウ
や
サ
ル
の

追
い
払
い
な
ど
、
様
々
な
対

策
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

県
に
お
い
て
も
、
こ
う
し

た
鳥
獣
対
策
の
研
究
会
を
本

年
度
に
立
ち
上
げ
、
現
場
で

の
活
用
の
可
能
性
を
検
討
さ

れ
て
み
え
ま
す
。

こ
の
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に

関
す
る
窓
口
と
し
て
は
、
当

面
は
総
務
課
が
取
り
ま
と
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
活

用
状
況
に
お
い
て
は
対
応
す

る
課
は
変
わ
っ
て
く
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、

今
後
は
、
県
、
近
隣
市
町
の

利
用
状
況
等
を
確
認
し
な
が

ら
、
本
町
に
と
っ
て
有
効
的

に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
け

れ
ば
、
導
入
に
向
け
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

小
学
校
宮
城
研

修
に
つ
い
て

【
井
戸

亨
議
員
】

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一

日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災

に
つ
い
て
「
被
害
の
様
子
や

現
状
に
つ
い
て
知
る
。
被
災

し
た
時
の
人
々
の
思
い
に
触

れ
る
。
命
の
大
切
さ
や
人
々

の
絆
の
深
さ
を
感
じ
、
今
後

の
自
分
の
生
活
に
生
か
す
。」

を
目
的
に
、
現
在
、
富
加
小

学
校
で
は
「
教
育
夢
プ
ラ
ン

特
色
あ
る
教
育
活
動
推
進
事

業
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

宮
城
県
に
実
際
に
行
き
、
一

万
五
千
八
百
九
十
四
人
の
命

が
奪
わ
れ
、
今
な
お
二
千
五

百
六
十
二
人
の
行
方
不
明
者

が
あ
る
実
態
を
目
で
見
、
そ

し
て
体
験
者
か
ら
声
を
聞
く

こ
と
に
よ
り
、
教
室
の
中
の

授
業
で
は
得
る
こ
と
の
で
き

な
い
勉
強
を
し
て
き
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
富
加
小
学
校
で

は
英
語
教
育
の
特
区
と
し
て

文
科
省
よ
り
認
め
ら
れ
、
三

十
年
度
か
ら
は
現
在
の
英
語

教
育
の
授
業
が
、
数
時
間
さ

ら
に
増
え
る
と
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編

成
上
ど
の
よ
う
に
そ
の
時
間

を
作
ら
れ
る
の
か
。
負
担
加

重
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て

お
り
ま
す
。

被
災
地
の
復
興
は
道
半
ば

で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
研

修
を
各
自
個
人
の
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、

一
旦
打
ち
切
る
と
い
う
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

が
い
か
が
で
し
ょ
う
。

【
粥
川
教
育
長
】

富
加
小
学
校
で
は
、
毎
月

十
一
日
を
絆
の
日
と
定
め
、

自
分
や
仲
間
の
か
け
が
え
の

な
い
命
の
大
切
さ
、
人
と
の

つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
考
え
、

学
ぶ
た
め
の
取
り
組
み
を
続

け
て
い
ま
す
。

宮
城
研
修
は
、
絆
学
習
の

一
環
と
し
て
「
教
育
夢
プ
ラ

ン
特
色
あ
る
教
育
活
動
推
進

事
業
」
に
組
み
入
れ
、
平
成

二
十
五
年
度
か
ら
六
年
生
を

対
象
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

被
災
地
で
は
復
興
が
進
み
、

現
地
で
の
研
修
効
果
が
期
待

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
懸
念
も
あ
り
ま
し
た

が
、
旧
大
川
小
学
校
と
旧
荒

浜
小
学
校
が
震
災
遺
構
と
し

て
保
存
さ
れ
て
お
り
、
今
年

の
研
修
で
も
十
分
に
そ
の
目

的
が
達
成
で
き
ま
し
た
の
で
、

来
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、

教
育
委
員
会
や
学
校
の
ご
意

見
も
伺
い
、
継
続
し
て
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で

す
。し

か
し
、
ご
質
問
の
と
お

り
、
富
加
小
学
校
で
は
英
語

科
を
実
施
す
る
教
育
課
程
特

例
校
の
指
定
を
受
け
、
二
十

八
年
度
か
ら
全
学
年
で
英
語

科
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

平
成
三
十
二
年
度
か
ら
の
英

語
科
本
格
実
施
に
向
け
、
来

年
度
か
ら
の
二
年
間
は
移
行

期
間
と
し
て
三
年
生
以
上
は

今
よ
り
授
業
時
間
が
増
え
て

参
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
六

年
生
に
お
い
て
は
増
加
す
る

英
語
の
授
業
時
間
を
確
保
す

る
た
め
、
宮
城
研
修
を
教
育

課
程
の
総
合
的
な
学
習
の
時

間
か
ら
外
す
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。
来
年
度
は
宮
城
研

修
を
学
校
休
業
日
で
あ
る
夏

休
み
の
早
い
時
期
に
希
望
制
、

自
由
参
加
の
事
業
と
し
て
実

施
し
、
教
育
委
員
会
事
務
局

が
主
体
的
に
関
わ
る
方
向
で

調
整
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、

現
地
を
訪
れ
、
実
際
に
地
震

に
よ
り
被
災
し
た
方
か
ら
お

話
を
聞
く
と
言
う
こ
と
は
、

自
分
自
身
や
回
り
の
人
た
ち

の
命
、
絆
の
大
切
さ
、
思
い

や
り
の
心
を
育
て
る
上
で
か

け
が
え
の
な
い
経
験
に
な
り

ま
す
の
で
、
十
二
月
の
保
護

者
懇
談
会
で
新
六
年
生
へ
の

説
明
を
行
い
、
理
解
を
得
な

が
ら
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
供
会
キ
ャ
ン

プ
に
つ
い
て

【
井
戸

亨
議
員
】

町
内
に
は
現
在
十
七
の
子

供
会
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
子

供
会
は
地
域
の
連
帯
を
育
て

校
外
に
お
け
る
様
々
な
遊
び

を
通
し
、
子
供
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
目
的
と
し
て
い
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控
え
る
方
向
で
対
応
し
て
ゆ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
、
日
本
全
域
で
分
煙
が

浸
透
し
て
お
り
、
地
域
に

よ
っ
て
は
路
上
で
の
喫
煙
が

制
限
さ
れ
て
お
り
、
理
性
あ

る
愛
煙
家
に
と
っ
て
は
厳
し

い
現
状
に
な
っ
て
お
り
、
肩

身
の
狭
い
環
境
に
な
っ
て
い

ま
す
。
庁
舎
内
及
び
そ
の
他

の
町
の
施
設
内
に
お
い
て
は
、

議
員
の
ご
指
摘
の
受
動
喫
煙

は
存
在
し
な
い
状
態
と
同
等

の
環
境
に
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
議
員
か
ら

ご
提
案
し
て
頂
い
た
喫
煙

ル
ー
ム
の
こ
れ
以
上
の
設
置

に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

政
府
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
を
二
〇
二
〇
年
に

控
え
、
公
共
の
場
所
を
原
則

禁
煙
と
し
た
本
格
的
な
受
動

喫
煙
対
策
の
導
入
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

現
在
、
日
本
に
於
け
る
受

動
喫
煙
防
止
対
策
と
し
て
は
、

厚
生
労
働
省
が
平
成
十
五
年

に
健
康
増
進
法
及
び
労
働
安

全
衛
生
法
の
中
で
受
動
喫
煙

防
止
対
策
を
努
力
義
務
と
さ

れ
て
以
来
約
十
四
年
が
経
過

し
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
で

は
限
界
に
き
て
い
る
と
の
認

識
の
も
と
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
契
機
に
「
た
ば
こ
の
な

い
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
実
現

に
向
け
て
、
本
年
六
月
に
は

世
界
基
準
に
合
わ
せ
た
罰
則

を
伴
う
法
規
制
と
し
て
通

称
・
受
動
喫
煙
防
止
法
案（
健

康
増
進
法
改
正
案
）
の
国
会

提
出
を
目
指
し
て
い
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
規
制
慎
重
論
者

と
の
合
意
が
出
来
ず
に
見
送

り
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、

こ
の
法
案
に
つ
い
て
は
現
在

の
内
容
よ
り
厳
し
い
形
で
近

い
将
来
可
決
決
定
さ
れ
る
こ

と
は
間
違
い
な
く
、
富
加
町

と
し
て
も
、
今
ま
で
以
上
に

形
の
あ
る
、
目
に
見
え
る
も

の
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。現

在
そ
の
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
「
富
加
町
公
共
施

設
に
於
け
る
受
動
喫
煙
防
止

対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
作

成
の
準
備
を
し
て
お
り
、
そ

の
他
必
要
な
作
業
を
含
め

「
富
加
町
受
動
喫
煙
防
止
宣

言
」
ま
で
踏
み
込
み
富
加
町

挙
げ
て
の
取
り
組
み
が
出
来

な
い
か
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

今
回
の
質
問
を
契
機
に
喫

煙
家
で
あ
り
、
愛
煙
家
の
私

と
致
し
ま
し
て
も
受
動
喫
煙

防
止
対
策
に
つ
い
て
自
分
自

身
の
健
康
管
理
と
自
ら
範
を

示
す
と
い
う
意
味
も
含
め
、

今
議
会
を
も
っ
て
の
私
の

「
禁
煙
宣
言
」
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。基

金
に
つ
い
て

【
梅
村

登
次
議
員
】

基
金
に
つ
い
て
お
尋
ね
し

ま
す
。

①
ジ
ャ
ス
ト
タ
ウ
ン
滝
田
の

土
地
売
買
代
金
は
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
金
」

と
し
て
そ
の
使
い
道
は
項
目

事
に
繰
り
出
す
こ
と
に
よ
り

使
用
目
的
、
金
額
が
明
確
に

な
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
二
十
九
年
度
予
算
で
は
、

一
般
会
計
へ
千
六
百
五
十
万

円
が
繰
入
金
と
し
て
予
算
化

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
使
わ
れ

る
実
際
の
事
業
は
全
く
分
か

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
具
体
的

な
事
業
と
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算

を
お
答
え
願
い
ま
す
。
又
、

現
在
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
基
金
」
に
は
い
く
ら

の
基
金
が
あ
り
、
そ
の
基
金

全
体
の
事
業
計
画
は
ど
う
お

考
え
か
併
せ
て
お
答
え
願
い

ま
す
。

②
教
育
施
設
整
備
基
金
に
は

二
万
三
千
円
な
に
が
し
か
の

基
金
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
金
額
が
基
金
と
な
っ
て
い

る
の
も
不
思
議
で
す
が
、
そ

ろ
そ
ろ
小
学
校
建
て
替
え
な

ど
の
積
み
立
て
が
基
金
と
し

て
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
今
後
の
教
育
施
設
整
備

基
金
の
計
画
を
お
答
え
願
い

ま
す
。

【
河
合
総
務
課
長
】

①
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
基
金
の
充
当
及
び
全
体

計
画
」
に
つ
い
て
お
答
え
し

ま
す
。

基
金
か
ら
繰
り
入
れ
た
千

六
百
五
十
万
円
の
用
途
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
内
に
住
宅

を
建
築
さ
れ
た
方
を
対
象
と

し
た
定
住
促
進
奨
励
金
に
七

百
四
十
万
円
、
移
住
定
住
推

進
事
業
に
二
百
五
十
万
四
千

円
、
結
婚
支
援
事
業
に
百
八

十
万
三
千
円
、
空
き
家
対
策

事
業
に
三
百
四
十
九
万
三
千

円
、
入
学
祝
い
金
支
給
事
業

に
百
三
十
万
円
の
五
つ
の
事

業
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
基
金
の
総
額
に
つ

き
ま
し
て
は
、
二
十
八
年
度

決
算
で
七
千
四
百
八
十
四
万

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
基
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

総
合
的
に
判
断
し
た
上
で
適

切
な
事
業
に
配
分
す
る
こ
と

で
、
富
加
町
の
更
な
る
活
性

化
に
繋
が
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
継
続
し
て
い
く

事
業
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
の
事
業
に
つ
い
て
も
議

員
各
位
の
ご
意
見
を
聞
き
な

が
ら
活
用
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

②
「
教
育
施
設
整
備
基
金
へ

の
積
み
立
て
」
に
つ
い
て
お

答
え
い
た
し
ま
す
。

教
育
施
設
整
備
基
金
に
つ

き
ま
し
て
は
、
小
学
校
等
の

耐
震
化
の
事
業
に
充
当
し
て

お
り
、
残
高
は
極
め
て
少
額

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
現
状
に
つ
き
ま
し
て
は
、

概
ね
教
育
施
設
の
改
修
工
事

が
完
了
を
向
か
え
て
来
ま
し

た
の
で
、
基
金
へ
の
積
み
立

て
は
行
っ
て
来
ま
せ
ん
で
し

た
。小

学
校
建
て
替
え
の
件
に

つ
き
ま
し
て
は
、
別
途
の
協

議
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
校
舎
の
耐
震
化
は
十
数

年
前
に
終
わ
っ
て
お
り
ま
す

が
、
非
構
造
部
材
の
耐
震
化

は
昨
年
に
完
了
し
た
ば
か
り

で
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
建

て
替
え
ま
で
の
議
論
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

小
学
校
の
改
修
工
事
に
つ

い
て
は
、
職
員
ト
イ
レ
の
改

修
や
各
教
室
の
空
調
機
器
が

更
新
時
期
を
向
か
え
て
お
り
、

今
後
と
も
多
く
の
財
源
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
う

し
た
事
業
を
進
め
て
行
く
為

に
も
、
教
育
施
設
整
備
基
金

は
重
要
な
役
割
が
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
予
算
ベ
ー
ス
で
考

え
ま
す
と
、
基
金
へ
の
積
み

立
て
は
難
し
い
状
況
に
あ
り
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ま
す
。
た
く
さ
ん
の
行
事
が

あ
り
、
私
は
子
供
の
こ
ろ
は

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

特
に
夏
休
み
の
キ
ャ
ン
プ
は

そ
の
中
で
も
一
番
の
楽
し
み

で
し
た
。
友
達
と
一
緒
に
ご

飯
を
炊
い
て
、
テ
ン
ト
に
寝

る
。
た
だ
そ
れ
だ
け
な
の
に

五
十
年
近
く
た
っ
た
今
で
も

印
象
深
い
思
い
出
で
す
。

今
年
、
キ
ャ
ン
プ
を
実
施

し
た
の
は
十
四
子
供
会
で
し

た
。
少
人
数
の
子
供
会
も
あ

り
実
施
し
て
い
な
い
会
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
十
四
子

供
会
の
う
ち
半
布
ヶ
丘
の
教

育
キ
ャ
ン
プ
場
を
使
用
し
た

の
は
六
子
供
会
、
ま
た
、
そ

の
う
ち
キ
ャ
ン
プ
場
で
宿
泊

し
た
会
は
、
三
子
供
会
に
過

ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。「
飯
盒
炊

飯
･キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
･

プ
ー
ル
の
後
、集
会
場
に
帰
っ

て
宿
泊
し
た
。」
と
い
う
会

も
あ
り
ま
し
た
。

｢キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
な

か
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ
場
を
使

用
し
な
か
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ

場
で
宿
泊
し
な
か
っ
た
。」

そ
れ
ぞ
れ
子
供
会
の
事
情
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

事
情
を
把
握
し
て
一
つ
で
も

多
く
の
子
供
会
が
キ
ャ
ン
プ

を
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
お
考

え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

【
澤
野
教
育
課
長
】

井
戸
議
員
の
ご
記
憶
の
と

お
り
、
町
の
子
ど
も
会
行
事

の
中
に
キ
ャ
ン
プ
を
取
り
入

れ
た
活
動
は
、
約
五
十
年
ほ

ど
前
か
ら
続
く
、
富
加
町
子

ど
も
会
の
特
色
あ
る
活
動
で

あ
り
ま
す
。

は
じ
ま
っ
た
当
初
、
単
位

子
ど
も
会
の
キ
ャ
ン
プ
は
、

地
元
の
空
き
地
や
東
公
民
館

グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
町
は
当
時

の
子
ど
も
会
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
平
成
四
年
七
月
に
半

布
ヶ
丘
教
育
キ
ャ
ン
プ
場
を

建
設
い
た
し
ま
し
た
。

以
降
、
リ
ー
ダ
ー
キ
ャ
ン

プ
を
は
じ
め
各
単
位
子
ど
も

会
の
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
利

用
が
な
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
指
摘
の
と
お
り
、
こ
の

キ
ャ
ン
プ
場
を
利
用
す
る
単

位
子
ど
も
会
が
、
建
設
当
時

か
ら
比
べ
ま
す
と
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

近
年
の
減
少
要
因
と
し
ま

し
て
は
、「
夏
場
の
ゲ
リ
ラ

豪
雨
等
を
心
配
し
、
キ
ャ
ン

プ
は
実
施
す
る
が
、
集
会
場

を
使
っ
て
宿
泊
す
る
。」「
子

ど
も
会
員
の
減
少
に
よ
り
、

キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
な
い
。」

「
保
護
者
の
方
の
お
仕
事
な

ど
の
都
合
に
よ
り
、
キ
ャ
ン

プ
の
実
施
日
が
ど
う
し
て
も

土
曜
日
か
ら
日
曜
日
に
限
ら

れ
て
し
ま
う
。」
等
の
事
情

が
考
え
ら
ま
す
。

ま
た
、昨
今
で
は
、レ
ジ
ャ
ー

等
が
多
様
化
す
る
な
ど
子
供

会
を
取
り
巻
く
環
境
が
建
設

当
時
と
比
べ
変
化
し
て
き
て

い
ま
す
。

子
ど
も
会
活
動
に
お
け
る

キ
ャ
ン
プ
体
験
は
、
子
ど
も

た
ち
の
「
自
主
性
」「
協
調

性
」「
社
会
性
」
を
育
む
こ

と
に
加
え
、
災
害
等
の
発
生

に
備
え
た
「
生
き
る
力
」
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
大
切
な

場
で
も
あ
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
キ
ャ

ン
プ
の
継
続
に
つ
き
ま
し
て
、

子
ど
も
会
の
自
主
性
を
尊
重

し
な
が
ら
、
子
ど
も
会
キ
ャ

ン
プ
の
在
り
方
や
半
布
ヶ
丘

教
育
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
等

に
つ
い
て
、
青
少
年
育
成
推

進
指
導
員
等
の
皆
様
の
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

庁
舎
内
分
煙
に

つ
い
て

【
井
戸

亨
議
員
】

喫
煙
家
に
と
っ
て
タ
バ
コ

が
吸
え
な
い
ほ
ど
つ
ら
い
も

の
は
な
い
そ
う
だ
。
一
方
で

吸
わ
な
い
人
は
、
い
わ
ゆ
る

受
動
喫
煙
で
他
人
の
煙
を
吸

わ
さ
れ
る
ほ
ど
嫌
な
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
二
〇
二
〇
年
に
行

わ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
厚
生
労
働
省
で
は
、
た

ば
こ
の
全
面
禁
止
を
原
則
と

す
る
初
の
制
度
案
を
ま
と
め

て
い
ま
す
。
タ
バ
コ
を
吸
わ

な
い
人
が
、
喫
煙
者
の
煙
に

さ
ら
さ
れ
る
受
動
喫
煙
を
防

ぐ
た
め
、
近
年
の
五
輪
開
催

地
都
市
は
す
べ
て
罰
則
付
き

の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
こ

の
案
は
ま
だ
流
動
的
で
は
あ

る
が
大
き
な
論
争
が
あ
り
そ

う
で
す
。

そ
こ
で
、
富
加
町
の
庁
舎

で
も
職
員
の
喫
煙
者
、
ま
た
、

来
庁
者
の
為
に
も
そ
し
て
嫌

煙
家
の
為
に
も
、
他
の
人
に

迷
惑
を
か
け
ず
喫
煙
で
き
る

排
煙
装
置
の
あ
る
喫
煙
ル
ー

ム
を
作
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

お
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

【
板
津
町
長
】

町
で
の
対
策
と
し
て
は
、

庁
舎
を
は
じ
め
、
タ
ウ
ン

ホ
ー
ル
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
、

各
地
区
公
民
館
等
の
施
設
で

は
、
施
設
内
の
事
務
室
及
び

会
議
室
等
に
つ
い
て
は
、
完

全
禁
煙
に
し
て
お
り
ま
す
し
、

タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
と
海
洋
セ
ン

タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
屋

外
に
喫
煙
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、

利
用
者
の
方
に
対
し
分
煙
対

策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

役
場
庁
舎
に
お
き
ま
し
て

は
、
平
成
二
十
四
年
度
に
町

民
の
意
見
や
議
会
の
ご
理
解

に
よ
り
、
職
員
用
の
喫
煙
所

と
し
て
、
西
通
用
口
の
屋
外

を
改
造
し
て
設
け
て
お
り
ま

す
。
以
前
は
二
階
の
ベ
ラ
ン

ダ
も
喫
煙
所
と
し
て
使
用
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
二
階
の

ロ
ビ
ー
は
子
育
て
に
関
す
る

各
種
の
相
談
が
出
来
る
ス

ペ
ー
ス
に
し
て
お
り
、
こ
の

場
所
は
喫
煙
所
と
近
接
し
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
今
年
四

月
に
廃
止
し
た
次
第
で
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
来
庁
さ
れ
る
方
々

に
つ
い
て
は
、
玄
関
前
に
灰

皿
を
設
置
し
、
施
設
内
に
入

る
前
に
消
す
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
し
て
お
り
、
そ
の
旨

の
掲
示
も
お
こ
な
っ
て
お
り
、

現
在
で
は
庁
舎
内
全
面
禁
煙

の
取
り
扱
い
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
中
で
も
一
部
の
部
屋

に
於
い
て
の
利
用
の
判
断
は

議
会
に
お
任
せ
し
て
き
て
お

り
ま
す
。
議
会
開
会
中
の
限

定
的
利
用
と
な
っ
て
い
る
こ

と
や
、
利
用
者
が
少
な
く
、

尚
か
つ
一
般
町
民
の
立
ち
入

り
が
極
め
て
少
な
い
事
か
ら

現
在
に
至
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
議
会

に
お
任
せ
し
て
議
会
の
判
断

で
の
運
用
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
職
員
の
利
用
は
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控
え
る
方
向
で
対
応
し
て
ゆ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
、
日
本
全
域
で
分
煙
が

浸
透
し
て
お
り
、
地
域
に

よ
っ
て
は
路
上
で
の
喫
煙
が

制
限
さ
れ
て
お
り
、
理
性
あ

る
愛
煙
家
に
と
っ
て
は
厳
し

い
現
状
に
な
っ
て
お
り
、
肩

身
の
狭
い
環
境
に
な
っ
て
い

ま
す
。
庁
舎
内
及
び
そ
の
他

の
町
の
施
設
内
に
お
い
て
は
、

議
員
の
ご
指
摘
の
受
動
喫
煙

は
存
在
し
な
い
状
態
と
同
等

の
環
境
に
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
議
員
か
ら

ご
提
案
し
て
頂
い
た
喫
煙

ル
ー
ム
の
こ
れ
以
上
の
設
置

に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

政
府
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
を
二
〇
二
〇
年
に

控
え
、
公
共
の
場
所
を
原
則

禁
煙
と
し
た
本
格
的
な
受
動

喫
煙
対
策
の
導
入
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

現
在
、
日
本
に
於
け
る
受

動
喫
煙
防
止
対
策
と
し
て
は
、

厚
生
労
働
省
が
平
成
十
五
年

に
健
康
増
進
法
及
び
労
働
安

全
衛
生
法
の
中
で
受
動
喫
煙

防
止
対
策
を
努
力
義
務
と
さ

れ
て
以
来
約
十
四
年
が
経
過

し
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
で

は
限
界
に
き
て
い
る
と
の
認

識
の
も
と
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
契
機
に
「
た
ば
こ
の
な

い
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
実
現

に
向
け
て
、
本
年
六
月
に
は

世
界
基
準
に
合
わ
せ
た
罰
則

を
伴
う
法
規
制
と
し
て
通

称
・
受
動
喫
煙
防
止
法
案（
健

康
増
進
法
改
正
案
）
の
国
会

提
出
を
目
指
し
て
い
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
規
制
慎
重
論
者

と
の
合
意
が
出
来
ず
に
見
送

り
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、

こ
の
法
案
に
つ
い
て
は
現
在

の
内
容
よ
り
厳
し
い
形
で
近

い
将
来
可
決
決
定
さ
れ
る
こ

と
は
間
違
い
な
く
、
富
加
町

と
し
て
も
、
今
ま
で
以
上
に

形
の
あ
る
、
目
に
見
え
る
も

の
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。現

在
そ
の
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
「
富
加
町
公
共
施

設
に
於
け
る
受
動
喫
煙
防
止

対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
作

成
の
準
備
を
し
て
お
り
、
そ

の
他
必
要
な
作
業
を
含
め

「
富
加
町
受
動
喫
煙
防
止
宣

言
」
ま
で
踏
み
込
み
富
加
町

挙
げ
て
の
取
り
組
み
が
出
来

な
い
か
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

今
回
の
質
問
を
契
機
に
喫

煙
家
で
あ
り
、
愛
煙
家
の
私

と
致
し
ま
し
て
も
受
動
喫
煙

防
止
対
策
に
つ
い
て
自
分
自

身
の
健
康
管
理
と
自
ら
範
を

示
す
と
い
う
意
味
も
含
め
、

今
議
会
を
も
っ
て
の
私
の

「
禁
煙
宣
言
」
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。基

金
に
つ
い
て

【
梅
村

登
次
議
員
】

基
金
に
つ
い
て
お
尋
ね
し

ま
す
。

①
ジ
ャ
ス
ト
タ
ウ
ン
滝
田
の

土
地
売
買
代
金
は
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
金
」

と
し
て
そ
の
使
い
道
は
項
目

事
に
繰
り
出
す
こ
と
に
よ
り

使
用
目
的
、
金
額
が
明
確
に

な
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
二
十
九
年
度
予
算
で
は
、

一
般
会
計
へ
千
六
百
五
十
万

円
が
繰
入
金
と
し
て
予
算
化

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
使
わ
れ

る
実
際
の
事
業
は
全
く
分
か

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
具
体
的

な
事
業
と
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算

を
お
答
え
願
い
ま
す
。
又
、

現
在
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
基
金
」
に
は
い
く
ら

の
基
金
が
あ
り
、
そ
の
基
金

全
体
の
事
業
計
画
は
ど
う
お

考
え
か
併
せ
て
お
答
え
願
い

ま
す
。

②
教
育
施
設
整
備
基
金
に
は

二
万
三
千
円
な
に
が
し
か
の

基
金
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
金
額
が
基
金
と
な
っ
て
い

る
の
も
不
思
議
で
す
が
、
そ

ろ
そ
ろ
小
学
校
建
て
替
え
な

ど
の
積
み
立
て
が
基
金
と
し

て
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
今
後
の
教
育
施
設
整
備

基
金
の
計
画
を
お
答
え
願
い

ま
す
。

【
河
合
総
務
課
長
】

①
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
基
金
の
充
当
及
び
全
体

計
画
」
に
つ
い
て
お
答
え
し

ま
す
。

基
金
か
ら
繰
り
入
れ
た
千

六
百
五
十
万
円
の
用
途
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
内
に
住
宅

を
建
築
さ
れ
た
方
を
対
象
と

し
た
定
住
促
進
奨
励
金
に
七

百
四
十
万
円
、
移
住
定
住
推

進
事
業
に
二
百
五
十
万
四
千

円
、
結
婚
支
援
事
業
に
百
八

十
万
三
千
円
、
空
き
家
対
策

事
業
に
三
百
四
十
九
万
三
千

円
、
入
学
祝
い
金
支
給
事
業

に
百
三
十
万
円
の
五
つ
の
事

業
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
基
金
の
総
額
に
つ

き
ま
し
て
は
、
二
十
八
年
度

決
算
で
七
千
四
百
八
十
四
万

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
基
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

総
合
的
に
判
断
し
た
上
で
適

切
な
事
業
に
配
分
す
る
こ
と

で
、
富
加
町
の
更
な
る
活
性

化
に
繋
が
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
継
続
し
て
い
く

事
業
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
の
事
業
に
つ
い
て
も
議

員
各
位
の
ご
意
見
を
聞
き
な

が
ら
活
用
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

②
「
教
育
施
設
整
備
基
金
へ

の
積
み
立
て
」
に
つ
い
て
お

答
え
い
た
し
ま
す
。

教
育
施
設
整
備
基
金
に
つ

き
ま
し
て
は
、
小
学
校
等
の

耐
震
化
の
事
業
に
充
当
し
て

お
り
、
残
高
は
極
め
て
少
額

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
現
状
に
つ
き
ま
し
て
は
、

概
ね
教
育
施
設
の
改
修
工
事

が
完
了
を
向
か
え
て
来
ま
し

た
の
で
、
基
金
へ
の
積
み
立

て
は
行
っ
て
来
ま
せ
ん
で
し

た
。小

学
校
建
て
替
え
の
件
に

つ
き
ま
し
て
は
、
別
途
の
協

議
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
校
舎
の
耐
震
化
は
十
数

年
前
に
終
わ
っ
て
お
り
ま
す

が
、
非
構
造
部
材
の
耐
震
化

は
昨
年
に
完
了
し
た
ば
か
り

で
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
建

て
替
え
ま
で
の
議
論
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

小
学
校
の
改
修
工
事
に
つ

い
て
は
、
職
員
ト
イ
レ
の
改

修
や
各
教
室
の
空
調
機
器
が

更
新
時
期
を
向
か
え
て
お
り
、

今
後
と
も
多
く
の
財
源
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
う

し
た
事
業
を
進
め
て
行
く
為

に
も
、
教
育
施
設
整
備
基
金

は
重
要
な
役
割
が
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
予
算
ベ
ー
ス
で
考

え
ま
す
と
、
基
金
へ
の
積
み

立
て
は
難
し
い
状
況
に
あ
り
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今
回
の
視
察
研
修
は
常
任

委
員
会
合
同
視
察
研
修
と
し

て
議
員
全
員
で
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
初
日
は
、
平

成
三
十
年
四
月
に
滝
田
工
業

団
地
Ｂ
区
画
に
お
い
て
操
業

を
開
始
す
る
藤
本
食
品
㈱

（
本
社
：
和
歌
山
県
）
の
本

社
・
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

藤
本
食
品
は
総
従
業
員
数
二

千
二
百
二
十
名
で
西
日
本
を

中
心
に
ス
ー
パ
ー
向
け
の
総

菜
製
造
な
ど
を
手
が
け
て
お

り
、
新
設
さ
れ
る
富
加
工
場

で
は
今
後
三
百
五
十
人
ほ
ど

の
雇
用
が
生
ま
れ
る
と
の
こ

と
で
す
。
約
千
六
百
坪
の
工

場
に
定
時
百
数
十
人
の
従
業

員
が
働
い
て
い
る
状
態
に
な

り
、
一
日
当
た
り
の
生
産
能

力
七
万
食
と
見
込
ま
れ
、
そ

の
規
模
の
大
き
さ
を
窺
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
事
業
紹

介
・
富
加
工
場
の
詳
細
説
明

を
伺
っ
た
後
、
食
品
会
社
に

と
っ
て
一
番
大
切
な
こ
と
で

あ
る
食
の
安
全
・
安
心
に
関

す
る
藤
本
食
品
㈱
の
企
業
理

念
を
聞
き
ま
し
た
。
全
て
は

お
客
様
の
た
め
に
、
衛
生
管

理
・
品
質
管
理
の
改
善
・
向

上
に
日
々
取
り
組
ん
で
い
る

そ
う
で
、
富
加
工
場
に
お
い

て
も
高
品
質
な
商
品
作
り
に

努
め
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

本
社
に
お
け
る
視
察
終
了

後
お
昼
ご
は
ん
に
、
和
歌
山

工
場
で
生
産
し
て
い
る
お
弁

当
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。
工
場
長
が
自
信
を
持
っ

て
提
供
し
て
頂
い
た
お
弁
当

は
と
て
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ

り
、
値
段
を
聞
い
て
そ
の
安

さ
に
二
度
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。午

後
か
ら
は
工
場
を
視
察

し
ま
し
た
。
全
身
真
っ
白
な

工
場
内
用
白
衣
に
身
を
包
み
、

製
造
過
程
を
拝
見
し
ま
し
た
。

和
歌
山
工
場
は
富
加
工
場
と

ほ
ぼ
同
じ
規
模
と
い
う
こ
と

で
一
日
当
た
り
の
生
産
能
力

が
七
万
食
と
い
う
規
模
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
規
模

に
対
し
て
富
加
町
が
、
富
加

町
の
農
家
の
方
が
何
が
で
き

る
か
を
議
員
一
同
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
一
通
り
工
場

内
を
拝
見
し
た
後
、
工
場
外

を
視
察
し
ま
し
た
。
食
品
を

扱
う
上
で
外
に
漏
れ
る
臭
い
、

使
用
し
た
大
量
の
水
の
処
理
、

荷
積
み
や
搬
送
の
た
め
の
ト

ラ
ッ
ク
の
騒
音
な
ど
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ

て
い
る
の
か
を
確
認
し
ま
し

た
。
富
加
工
場
に
お
い
て
も

工
場
周
辺
住
民
の
方
へ
の
配

慮
を
徹
底
し
て
頂
き
た
く
思

い
ま
す
。

二
日
目
は
和
歌
山
県
日
高

郡
印
南
町
（
人
口
八
千
六
十

七
人
、二
千
九
百
十
九
世
帯
）

を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
人
口
減
少
は
深
刻
な
問

題
で
、
そ
の
た
め
の
対
策
・

施
策
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う

え
で
、
印
南
町
に
て
行
わ
れ

て
い
る
事
業
を
参
考
に
す
べ

く
、
今
回
の
研
修
に
な
り
ま

し
た
。
地
方
創
生
関
連
事
業

で
は
、
大
学
連
携
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
事
業
、
若
者
あ
ふ

れ
る
郷
へ
の
架
け
橋
事
業
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
町
の
魅
力
発
信
と
し

て
若
者
の
目
か
ら
見
た
町
の

魅
力
を
発
掘
す
る
た
め
、
移

住
推
進
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

町
の
魅
力
発
信
動
画
を
作
成

し
て
い
る
。
こ
の
動
画
が
良

く
で
き
て
お
り
、
ド
ロ
ー
ン

を
使
っ
て
ま
ち
を
よ
り
魅
力

的
に
見
せ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
そ
の
動
画
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
し
積
極
的
に
情

報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。
空

き
家
バ
ン
ク
事
業
で
は
制
度

の
概
要
や
実
績
を
説
明
し
て

頂
き
ま
し
た
。
平
成
二
十
年

か
ら
の
こ
の
九
年
で
、
空
き

家
登
録
件
数
合
計
四
十
七
件
、

利
用
希
望
者
合
計
百
七
十
人

あ
り
、
賃
貸
十
七
件
、
売
買

五
件
の
成
果
が
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。
富
加
町
に
お
け
る

こ
の
事
業
は
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
、
と
て
も
参
考
に

な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
定
住

の
た
め
に
仕
事
を
ど
う
す
る

か
、
商
工
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
の
パ
イ
プ
を
町
が
担
う

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

働
き
方
は
多
々
あ
り
、
空
き

家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
移
住
定

住
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。

こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
関

し
て
も
伺
い
ま
し
た
。

医
療
費
無
料
の
助
成

制
度
に
お
い
て
、
富

加
町
で
は
対
象
年
齢

が
中
学
生
（
満
十
五

歳
）
ま
で
で
す
が
、

印
南
町
で
は
高
校
生

（
満
十
八
歳
）
ま
で

な
の
で
す
。
一
般
財

源
で
は
町
民
負
担
が

多
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
基
金
を
再
編

し
て
財
政
を
転
換
し

た
と
の
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
富
加
町
で

行
お
う
と
し
て
も
難
し
く
思

え
ま
す
。
し
か
し
、
子
育
て

世
代
が
他
の
市
町
村
に
流
れ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
る
と
、
切
れ
目

な
い
福
祉
施
策
が
大
事
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
富
加
町
に

お
い
て
も
こ
ど
も
医
療
費
補

助
制
度
を
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
で
す
。

こ
の
二
日
間
の
視
察
研
修

で
、
見
た
こ
と
・
感
じ
た
こ

と
・
考
え
た
こ
と
を
議
員
全

員
が
今
後
の
富
加
町
の
た
め

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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ま
す
が
、
歳
出
を
あ
る
程
度

抑
え
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、

多
少
の
余
剰
金
が
見
込
ま
れ

ま
す
の
で
、
各
事
業
の
優
先

度
を
見
極
め
な
が
ら
積
み
立

て
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
すジ

ャ
ス
ト
タ
ウ

ン
羽
生
に
つ
い
て

【
梅
村

登
次
議
員
】

ジ
ャ
ス
ト
タ
ウ
ン
羽
生
の

分
譲
事
業
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。

広
報
と
み
か
八
月
号
に

ジ
ャ
ス
ト
タ
ウ
ン
羽
生
の
分

譲
が
六
区
画
、
十
月
申
し
込

み
受
付
開
始
予
定
と
掲
載
さ

れ
、
八
月
二
十
三
日
の
富
加

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
申
し

込
み
の
内
容
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
分
譲
の
土
地
は

国
道
四
一
八
号
線
バ
イ
バ
ス

に
か
か
る
替
地
と
し
て
購
入

さ
れ
、
購
入
価
格
は
土
地
価

格
の
高
騰
の
時
の
為
現
在
の

価
格
よ
り
か
な
り
高
く
購
入

さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
お
そ
ら
く
収
支
は
合

わ
な
い
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
現
状
を
町
民
の
皆
様

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

お
尋
ね
し
ま
す
。

①
分
譲
事
業
の
収
支
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

②
売
買
代
金
合
計
の
四
千
百

五
十
三
万
円
は
ジ
ャ
ス
ト
タ

ウ
ン
滝
田
と
同
様
に
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基

金
」
で
事
業
展
開
さ
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
？
行
政
の
会
計

は
単
年
度
決
算
で
す
の
で
事

業
の
収
支
が
赤
字
で
も
こ
の

四
千
百
五
十
三
万
円
は
全
額

歳
入
と
な
り
ま
す
が
ど
の
様

に
展
開
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
？赤

字
収
支
で
も
移
住
定
住

施
策
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、

富
加
町
に
六
世
帯
が
増
え
る

こ
と
と
な
り
長
い
目
、
大
き

な
目
で
見
れ
ば
成
果
と
見
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
思
い

ま
す
が
如
何
で
し
ょ
う
か
？

【
板
津
町
長
】

ジ
ャ
ス
ト
タ
ウ
ン
羽
生
の

分
譲
事
業
の
経
緯
に
つ
き
ま

し
て
は
、
議
員
も
ご
承
知
の

と
お
り
、
国
道
四
一
八
号
バ

イ
パ
ス
の
建
設
に
伴
う
代
替

地
と
し
て
取
得
し
た
も
の
で
、

道
路
の
拡
幅
に
よ
り
、
家
屋

の
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

方
々
に
対
し
、
取
得
し
た
区

画
を
提
供
す
る
予
定
に
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
交
渉
途
中

に
別
の
物
件
を
探
さ
れ
た
方

も
あ
り
、
全
て
の
区
画
を
売

却
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ

れ
以
上
放
置
し
て
お
く
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
状
況
で
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
議
員
時
代
に
国
道
四

一
八
号
バ
イ
パ
ス
事
業
の
推

進
に
は
、
代
替
地
の
確
保
が

住
民
の
理
解
と
、
早
期
の
開

通
に
は
不
可
欠
と
考
え
、
町

の
当
時
の
方
針
に
は
賛
成
の

立
場
で
、
議
員
と
し
て
全
力

で
事
業
推
進
に
協
力
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
個
人
的
に

も
当
時
の
代
替
地
の
処
分
が

終
了
し
て
こ
そ
、
真
の
国
道

四
一
八
号
事
業
の
終
了
と
考

え
ま
す
。

今
回
の
分
譲
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ジ
ャ
ス
ト
タ
ウ
ン
滝

田
と
同
様
に
、
長
期
間
塩
漬

け
と
な
っ
て
い
る
町
有
地
の

有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
一

般
公
募
に
よ
り
売
却
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

①
「
分
譲
事
業
の
収
支
に
つ

い
て
」
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

土
地
の
売
却
に
つ
い
て
は
、

そ
の
時
々
に
土
地
の
評
価
を

行
い
、
売
買
価
格
を
算
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
国
道
建

設
当
時
の
価
格
と
現
在
の
価

格
に
違
い
が
生
じ
ま
す
。
建

設
当
時
と
見
る
と
土
地
の
価

格
は
下
が
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
当
然
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、
購
入
し
た
価
格
よ

り
安
い
価
格
で
の
売
却
に
な

り
ま
す
。

②
「
売
買
代
金
は
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
基
金
と
し

て
事
業
展
開
さ
れ
る
か
」
に

つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

ジ
ャ
ス
ト
タ
ウ
ン
滝
田
の

場
合
と
同
様
に
、
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
基
金
に
積

み
立
て
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
こ
の
基
金
は
富
加
町

の
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
事
業

を
優
先
し
て
行
う
も
の
で
あ

り
、
富
加
町
の
人
口
増
対
策

を
図
る
上
で
も
重
要
な
政
策

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ジ
ャ
ス
ト
タ
ウ
ン
羽
生
の

売
買
代
金
は
、
あ
く
ま
で
も

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
基
金
」
に
積
み
立
て
、
移

住
定
住
施
策
に
充
当
し
て
行

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
議
員
も
述
べ

て
み
え
ま
す
が
、
こ
う
し
た

事
業
は
そ
の
時
点
で
は
成
果

を
生
む
こ
と
が
無
く
て
も
、

将
来
的
に
は
町
の
活
性
化
に

繋
が
っ
て
行
く
も
の
と
信
じ

て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、

最
重
要
課
題
で
も
あ
る
人
口

増
対
策
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

継
続
的
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

総
務
産
建
常
任
委
員
会
・

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

合
同
視
察
研
修
報
告

総
務
産
建
常
任
委
員
会
・

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

合
同
視
察
研
修
報
告

報
告
者
：

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長

渡
邉
圭
太

日

程
：
平
成
二
十
九
年

七
月
二
十
四
日
(月
)

～
二
十
五
日
(火
)

視
察
先
：

一
．
和
歌
山
県
岩
出
市

藤
本
食
品
㈱

二
．
和
歌
山
県
日
高
郡

印
南
町

視
察
項
目
：

一
．
藤
本
食
品
㈱
本
社
・

工
場
視
察

二
．
印
南
町
の
定
住
・
移

住
施
策
に
つ
い
て

参
加
者
：

総
務
産
建
常
任
委
員
会
／

川
崎
伸
泰
／
梅
村
登
次
／

佐
曽
利
敏

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
／

渡
邉
圭
太
／
木
村
康
夫
／

井
戸
亨
／
梅
村
和
芳

帯
同
職
員
：

河
合
総
務
課
長
／
澤
野
教

育
課
長
／
山
田
議
会
事
務

局
長
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今
回
の
視
察
研
修
は
常
任

委
員
会
合
同
視
察
研
修
と
し

て
議
員
全
員
で
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
初
日
は
、
平

成
三
十
年
四
月
に
滝
田
工
業

団
地
Ｂ
区
画
に
お
い
て
操
業

を
開
始
す
る
藤
本
食
品
㈱

（
本
社
：
和
歌
山
県
）
の
本

社
・
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

藤
本
食
品
は
総
従
業
員
数
二

千
二
百
二
十
名
で
西
日
本
を

中
心
に
ス
ー
パ
ー
向
け
の
総

菜
製
造
な
ど
を
手
が
け
て
お

り
、
新
設
さ
れ
る
富
加
工
場

で
は
今
後
三
百
五
十
人
ほ
ど

の
雇
用
が
生
ま
れ
る
と
の
こ

と
で
す
。
約
千
六
百
坪
の
工

場
に
定
時
百
数
十
人
の
従
業

員
が
働
い
て
い
る
状
態
に
な

り
、
一
日
当
た
り
の
生
産
能

力
七
万
食
と
見
込
ま
れ
、
そ

の
規
模
の
大
き
さ
を
窺
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
事
業
紹

介
・
富
加
工
場
の
詳
細
説
明

を
伺
っ
た
後
、
食
品
会
社
に

と
っ
て
一
番
大
切
な
こ
と
で

あ
る
食
の
安
全
・
安
心
に
関

す
る
藤
本
食
品
㈱
の
企
業
理

念
を
聞
き
ま
し
た
。
全
て
は

お
客
様
の
た
め
に
、
衛
生
管

理
・
品
質
管
理
の
改
善
・
向

上
に
日
々
取
り
組
ん
で
い
る

そ
う
で
、
富
加
工
場
に
お
い

て
も
高
品
質
な
商
品
作
り
に

努
め
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

本
社
に
お
け
る
視
察
終
了

後
お
昼
ご
は
ん
に
、
和
歌
山

工
場
で
生
産
し
て
い
る
お
弁

当
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。
工
場
長
が
自
信
を
持
っ

て
提
供
し
て
頂
い
た
お
弁
当

は
と
て
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ

り
、
値
段
を
聞
い
て
そ
の
安

さ
に
二
度
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。午

後
か
ら
は
工
場
を
視
察

し
ま
し
た
。
全
身
真
っ
白
な

工
場
内
用
白
衣
に
身
を
包
み
、

製
造
過
程
を
拝
見
し
ま
し
た
。

和
歌
山
工
場
は
富
加
工
場
と

ほ
ぼ
同
じ
規
模
と
い
う
こ
と

で
一
日
当
た
り
の
生
産
能
力

が
七
万
食
と
い
う
規
模
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
規
模

に
対
し
て
富
加
町
が
、
富
加

町
の
農
家
の
方
が
何
が
で
き

る
か
を
議
員
一
同
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
一
通
り
工
場

内
を
拝
見
し
た
後
、
工
場
外

を
視
察
し
ま
し
た
。
食
品
を

扱
う
上
で
外
に
漏
れ
る
臭
い
、

使
用
し
た
大
量
の
水
の
処
理
、

荷
積
み
や
搬
送
の
た
め
の
ト

ラ
ッ
ク
の
騒
音
な
ど
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ

て
い
る
の
か
を
確
認
し
ま
し

た
。
富
加
工
場
に
お
い
て
も

工
場
周
辺
住
民
の
方
へ
の
配

慮
を
徹
底
し
て
頂
き
た
く
思

い
ま
す
。

二
日
目
は
和
歌
山
県
日
高

郡
印
南
町
（
人
口
八
千
六
十

七
人
、二
千
九
百
十
九
世
帯
）

を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
人
口
減
少
は
深
刻
な
問

題
で
、
そ
の
た
め
の
対
策
・

施
策
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う

え
で
、
印
南
町
に
て
行
わ
れ

て
い
る
事
業
を
参
考
に
す
べ

く
、
今
回
の
研
修
に
な
り
ま

し
た
。
地
方
創
生
関
連
事
業

で
は
、
大
学
連
携
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
事
業
、
若
者
あ
ふ

れ
る
郷
へ
の
架
け
橋
事
業
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
町
の
魅
力
発
信
と
し

て
若
者
の
目
か
ら
見
た
町
の

魅
力
を
発
掘
す
る
た
め
、
移

住
推
進
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

町
の
魅
力
発
信
動
画
を
作
成

し
て
い
る
。
こ
の
動
画
が
良

く
で
き
て
お
り
、
ド
ロ
ー
ン

を
使
っ
て
ま
ち
を
よ
り
魅
力

的
に
見
せ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
そ
の
動
画
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
し
積
極
的
に
情

報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。
空

き
家
バ
ン
ク
事
業
で
は
制
度

の
概
要
や
実
績
を
説
明
し
て

頂
き
ま
し
た
。
平
成
二
十
年

か
ら
の
こ
の
九
年
で
、
空
き

家
登
録
件
数
合
計
四
十
七
件
、

利
用
希
望
者
合
計
百
七
十
人

あ
り
、
賃
貸
十
七
件
、
売
買

五
件
の
成
果
が
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。
富
加
町
に
お
け
る

こ
の
事
業
は
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
、
と
て
も
参
考
に

な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
定
住

の
た
め
に
仕
事
を
ど
う
す
る

か
、
商
工
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
の
パ
イ
プ
を
町
が
担
う

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

働
き
方
は
多
々
あ
り
、
空
き

家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
移
住
定

住
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。

こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
関

し
て
も
伺
い
ま
し
た
。

医
療
費
無
料
の
助
成

制
度
に
お
い
て
、
富

加
町
で
は
対
象
年
齢

が
中
学
生
（
満
十
五

歳
）
ま
で
で
す
が
、

印
南
町
で
は
高
校
生

（
満
十
八
歳
）
ま
で

な
の
で
す
。
一
般
財

源
で
は
町
民
負
担
が

多
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
基
金
を
再
編

し
て
財
政
を
転
換
し

た
と
の
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
富
加
町
で

行
お
う
と
し
て
も
難
し
く
思

え
ま
す
。
し
か
し
、
子
育
て

世
代
が
他
の
市
町
村
に
流
れ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
る
と
、
切
れ
目

な
い
福
祉
施
策
が
大
事
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
富
加
町
に

お
い
て
も
こ
ど
も
医
療
費
補

助
制
度
を
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
で
す
。

こ
の
二
日
間
の
視
察
研
修

で
、
見
た
こ
と
・
感
じ
た
こ

と
・
考
え
た
こ
と
を
議
員
全

員
が
今
後
の
富
加
町
の
た
め

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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【７月】
２日 町ソフトバレーボール大会
10日 可茂町村監査委員研修協議会総会
11日 全員協議会
12日 東海環状自動車道建設促進協議会総会
13日 国道418号整備促進期成同盟会定期総会
19日 第３回臨時会

関金山線・上之保下袋坂線改良促進期成同
盟会総会
津保川改修促進協議会総会

20日 例月現金出納検査
24日 常任委員会合同視察研修
25日 〃
28日 富加七宗線促進期成同盟会総会
29日 センチュリー21夏祭り
30日 ラジオ体操会
31日 美濃加茂和良線建設整備促進期成同盟会
【８月】
１日～９日 平成28年度一般会計･特別会計等決

算審査・健全化判断比率等審査
３日 富加町総合戦略審議会

可茂地域一部事務組合議会臨時会

６日 坂井杯争奪中濃地区剣道大会
16日 議会運営委員会
18日 岐阜県町村議長会理事会・評議員会
19日 叙勲祝賀会
21日 例月現金出納検査
23日 岐阜県国民健康保険運営協議会
30日 中学校組合議会臨時会
【９月】
３日 町ソフトボール大会
７日 議会運営委員会
12日～20日 第４回定例会
15日 総務産業建設常任委員会
18日 町敬老会
19日 双葉中学校体育祭

文教厚生常任委員会
21日 加茂郡教育振興協議会

例月現金出納検査
23日 富加小学校運動会
27日 坂祝町・富加町議会議員交流会
30日 ぎふ清流レクリエーションフェスティバル

町交通安全大会

ま
ず
、
七
月
に
逝
去
さ
れ
た
河
合
議
員
に
感
謝
を
送
る
と
と
も

に
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

世
界
で
は
、
正
恩
が
や
り
た
い
放
題
、
一
体
ど
う
な
る
の
か
？

先
の
見
え
な
い
不
安
が
募
り
、
国
際
政
治
が
試
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
で
は
、
夏
後
半
の
豪
雨
は
全
国
に
被
害
を
も
た
ら
し
、
高

度
な
危
機
管
理
の
必
用
性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
さ
て
、
九
月
議

会
は
蒸
し
暑
い
秋
雨
の
日
に
始
ま
り
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
通
過
、

台
風
一
八
号
襲
来
、
秋
晴
れ
で
の
閉
会
と
第
２
四
半
期
を
凝
縮
し

た
よ
う
な
会
期
で
し
た
。
議
案
の
中
心
は
平
成
二
十
八
年
度
会
計

決
算
で
す
。
一
般
会
計
は
当
初
予
算
で
は
貯
蓄
を
取
り
崩
し
て
い

ま
し
た
が
、
決
算
で
は
黒
字
と
な
り
収
支
は
大
き
く
改
善
し
ま
し

た
。
特
別
会
計
も
含
め
至
っ
て
健
全
に
運
営
さ
れ
て
い
る
と
判
断

で
き
ま
す
。
結
果
、
基
金
へ
の
積
立
が
千
六
百
万
円
な
さ
れ
ま
し

た
。
他
の
議
案
も
含
め
慎
重
審
議
の
上
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
現
場
、
町
単
工
事
申
請
現
場
や
史
跡
発

掘
現
場
な
ど
現
地
視
察
を
行
い
多
く
の
課
題
を
議
論
審
議
し
、
よ

り
良
い
町
づ
く
り
の
為
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ

ま
に
は
、
日
頃
か
ら
の
ご
協
力
、
ご
支
援
に
感
謝
す
る
と
共
に
、

更
な
る
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
、
議
会
に

ご
期
待
下
さ
い
。

余
談
で
す
が
、
会
期
中
に
町
長
が
禁

煙
を
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
経
過
を
見
守

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
責

木
村

康
夫
）

■
議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員

木
村

康
夫

委
員

梅
村

登
次


